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昨
年
十
一
月
五
日
、
六
日
に
、
第

八
回
目
と
な
る
平
和
首
長
会
議
国
内

加
盟
都
市
会
議
総
会
を
、
岐
阜
県
高

山
市
に
お
い
て
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
会
議
は
、
平
和
首
長
会
議
の
国

内
に
お
け
る
取
組
の
充
実
を
図
る
た

め
毎
年
一
回
開
催
し
て
お
り
、
今

回
は
全
国
か
ら
九
十
一
自
治
体
・

百
四
十
八
人（
う
ち
首
長
三
十
九
人
）

が
出
席
し
ま
し
た
。

開
会

　

平
和
首
長
会
議
会
長
の
松ま

つ

井い

一か
ず

實み

広
島
市
長
は
開
会
挨
拶
に
お
い
て
、

「
平
和
首
長
会
議
の
加
盟
都
市
が
力

を
合
わ
せ
て
、
為
政
者
が
理
性
と
洞

察
力
を
持
っ
て
核
兵
器
廃
絶
に
向

か
っ
て
行
動
す
る
後
押
し
を
す
る
環

境
づ
く
り
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
皆
様
に

は
、
今
後
と
も
『
絶
対
悪
』
で
あ
る

核
兵
器
の
廃
絶
と
、
世
界
恒
久
平
和

の
実
現
に
向
け
、
御
理
解
と
御
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。」
と
呼
び
か
け

ま
し
た
。

高
山
市
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
ピ
ー
ス　
フ

ロ
ム　
高
山
」

　

次
に
、高
山
市
プ
ロ
グ
ラ
ム「
ピ
ー

ス　

フ
ロ
ム　

高
山
」
が
行
わ
れ
、

自
治
体
出
席
者
に
加
え
多
く
の
高
山

市
民
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

ソ
プ
ラ
ノ
歌
手
独
唱
、
高
山
市
Ｐ

Ｒ
映
像
放
映
、
高
山
市
の
平
和
の
取

組
発
表
、
海
外
姉
妹
友
好
都
市
か
ら

の
平
和
メ
ッ
セ
ー
ジ
放
映
、
高
山
市

平
和
都
市
宣
言
の
紹
介
、
朝
日
中
学

校
の
平
和
の
取
組
発
表
・
合
唱
、
平

和
首
長
会
議
青
少
年
「
平
和
と
交

流
」
支
援
事
業
「HIROSHIM

A and 
PEACE

」
へ
の
高
山
市
か
ら
の
参

加
者
に
よ
る
報
告
等
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

会
議
Ⅰ
（
平
和
に
関
す
る
取
組
事
例

の
報
告
）

　

二
日
目
の
最
初
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
と

し
て
、
東
京
都
多た

ま摩
市
阿あ

べ部
裕ひ

ろ

行ゆ
き

市

長
、
岐
阜
県
瑞み

ず

穂ほ

市
棚た

な
は
し橋
敏と

し
あ
き明
市
長
、

兵
庫
県
加か

西さ
い

市
西に

し
む
ら村
和か

ず
ひ
ら平
市
長
か
ら
、

そ
れ
ぞ
れ
の
自
治
体
の
平
和
に
関
す

る
活
発
な
取
組
事
例
の
報
告
を
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

会
議
Ⅱ
（
報
告
、
議
案
の
審
議
、
意

見
交
換
）、
会
議
Ⅲ
（
総
括
）、
閉
会

　

次
に
、
松
井
市
長
が
議
長
を
務
め
、

議
案
の
審
議
等
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
先
立
ち
、
平
和
首
長
会
議

事
務
局
か
ら
平
和
首
長
会
議
メ
ン

バ
ー
シ
ッ
プ
納
付
金
平
成
二
十
九
年

度
決
算
や
、
被
爆
体
験
伝
承
者
・
被

爆
体
験
記
朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
活

用
し
た
平
和
学
習
等
に
つ
い
て
報
告

を
行
い
ま
し
た
。

　

次
に
、
平
和
首
長
会
議
の
小こ

溝み
ぞ 

泰や
す

義よ
し

事
務
総
長
が
、
世
界
情
勢
と
平

和
首
長
会
議
の
取
組
に
つ
い
て
報
告

し
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
議
案
の
審
議
で
は
、
平

和
首
長
会
議
へ
の
加
盟
要
請
活
動
の

展
開
、
日
本
政
府
に
対
す
る
核
兵
器

廃
絶
に
向
け
た
取
組
の
推
進
に
つ
い

て
の
要
請
文
の
提
出
、
広
島
・
長
崎

の
被
爆
者
の
思
い
が
世
界
の
市
民
社

会
で
共
有
さ
れ
る
環
境
づ
く
り
に
つ

い
て
審
議
・
了
承
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
会
議
の
概
要
等
を
盛
り
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2019. 3  No.200

PEACE CULTURE

〒730-0811　広島市中区中島町１番２号
TEL（082）241-5246（代表） FAX（082）542-7941  E-mail:p-soumu@pcf.city.hiroshima.jp
平成31年（2019年）3月/年３回発行  [URL]http://www.pcf.city.hiroshima.jp/hpcf/

公益財団法人 広島平和文化センター
Hiroshima Peace Culture Foundation

第
八
回
平
和

首
長
会
議
国
内

加
盟
都
市
会
議

総
会
の
開
催 

第 8回平和首長会議国内加盟都市会議総会で議
事進行する松井広島市長（左）と田

た

上
うえ

長崎市長（右）
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込
ん
だ
総
括
文
書
を
採
択
し
て
閉
会

し
ま
し
た
。

 

（
平
和
連
帯
推
進
課
）

　

第
八
回
国
内
加
盟
都
市
会
議
総
会

で
の
決
定
に
基
づ
き
、
昨
年
十
一
月

九
日
に
、
松ま

つ

井い

一か
ず

實み

広
島
市
長
（
平

和
首
長
会
議
会
長
）、
田た

上う
え

富と
み
ひ
さ久
長

崎
市
長
（
同
副
会
長
）、
高た

か
は
ら原
透

と
お
る

高

山
市
市
民
活
動
部
長
（
総
会
開
催
地

の
國く

に

島し
ま

芳み
ち

明ひ
ろ

高
山
市
長
の
代
理
）
が

外
務
省
を
訪
問
し
、
核
兵
器
廃
絶
に

向
け
た
取
組
の
推
進
に
つ
い
て
安あ

べ倍

晋し
ん
ぞ
う三

内
閣
総
理
大
臣
宛
て
の
要
請
文

を
辻つ

じ

清き
よ

人と

外
務
大
臣
政
務
官
へ
提
出

し
ま
し
た
。

　

辻
政
務
官
は
「
核
の
な
い
世
界
を
、

と
い
う
目
標
は
、
日
本
政
府
と
し
て

も
共
有
し
て
い
る
。
平
和
首
長
会
議

の
考
え
方
を
し
っ
か
り
受
け
止
め
な

が
ら
頑
張
っ
て
い
き
た
い
。
両
市
長

が
世
界
で
先
頭
に
立
っ
て
取
り
組
ん

で
い
る
こ
と
を
心
強
く
感
じ
て
い
る
。

引
き
続
き
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
た

い
。」
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

 

（
平
和
連
帯
推
進
課
）

　

国
立
広
島
原
爆
死
没
者
追
悼
平
和

祈
念
館
で
は
、
被
爆
の
実
相
を
伝
え

る
た
め
、
毎
年
テ
ー
マ
を
定
め
て
企

画
展
を
開
催
し
、
被
爆
体
験
記
を
紹

介
し
て
い
ま
す
。

　

本
年
は
、「
流

り
ゅ
う

燈と
う

―
広
島
市い

ち

女じ
ょ

原

爆
追
憶
の
記
」
に
収
録
さ
れ
た
追
悼

記
を
中
心
に
、
企
画
展
を
組
み
立
て

ま
し
た
。

　

戦
局
の
悪
化
に
伴
い
、
一
九
四
五

年
（
昭
和
二
十
年
）
四
月
か
ら
、
現

在
の
中
学
生
以
上
の
生
徒
は
授
業
が

中
止
さ
れ
、
食
糧
生
産
や
軍
需
工
場

に
動
員
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
広
島
原

爆
で
は
約
七
千
二
百
人
の
生
徒
た
ち

が
犠
牲
と
な
り
ま
し
た
。
中
で
も
、

爆
心
地
に
近
い
屋
外
で
建
物
疎
開
作

業
を
し
て
い
た
生
徒
の
被
害
は
甚
大

で
、
一
、二
年
生
の
ほ
と
ん
ど
が
動

員
さ
れ
た
広
島
市
立
第
一
高
等
女
学

校
（
通
称
市
女
、
現
在
の
市
立
舟ふ

な

入い
り

高
等
学
校
）
は
六
百
六
十
六
人
の
生

徒
が
亡
く
な
り
、
最
も
多
い
犠
牲
者

数
と
な
り
ま
し
た
。

　

十
三
回
忌
を
迎
え
た
一
九
五
七
年 

（
昭
和
三
十
二
年
）
八
月
、
遺
族
が

追
悼
集
「
流
燈
」
を
刊
行
し
ま
し
た
。

追
悼
集
に
は
、
学
徒
動
員
か
ら
終
戦

ま
で
の
経
過
が
克
明
に
記
録
さ
れ
、

遺
族
に
よ
る
追
憶
の
記
と
と
も
に
生

徒
ら
の
遺
稿
も
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

追
悼
平
和
祈
念
館
の
三
面
シ
ア

タ
ー
で
は
、
被
爆
死
し
た
四
人
の
女

学
生
に
つ
い
て
父
母
ら
が
つ
づ
っ
た

追
悼
記
を
中
心
に
、
分
か
り
や
す
く

映
像
化
し
て
い
ま
す
。
当
時
の
宮み

や

川が
わ

造ぞ
う

六ろ
く

校
長
の
言
葉
や
、
水
槽
に
逃
げ

込
ん
だ
生
徒
を
か
ば
う
よ
う
に
覆
い

か
ぶ
さ
っ
た
ま
ま
亡
く
な
っ
た
森も

り

政ま
さ

夫お

先
生
の
逸
話
も
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

市
女
の
生
徒
だ
っ
た
娘
の
被
爆
死

に
つ
い
て
広
島
を
訪
れ
る
修
学
旅
行

生
に
語
り
続
け
た
、
故
坂さ

か

本も
と

文ふ
み

子こ

さ

ん
と
、
市
女
の
二
年
生
に
在
籍
し
、

八
月
六
日
は
体
調
不
良
の
た
め
難
を

逃
れ
た
矢や

野の

美み

耶や

子こ

さ
ん
の
貴
重
な

証
言
動
画
も
挿
入
し
、
体
験
者
の
言

葉
を
通
し
て
、
切
実
に
平
和
へ
の
思

い
を
伝
え
る
展
示
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

会
場
で
は
、
二
十
八
編
の
手
記
と

と
も
に
、「
流
燈
」
の
初
版
本
、
形

見
と
な
っ
た
市
女
の
セ
ー
ラ
ー
服
な

ど
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

　

企
画
展
の
映
像
は
、
過
去
に
制
作

し
た
も
の
も
含
め
、
体
験
記
閲
覧
室

や
当
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
視
聴
で

き
ま
す
。
映
像
は
平
和
学
習
資
料
と

し
て
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
で
の
貸
出
し
も
行
う

予
定
で
す
。
ご
希
望
の
方
は
当
館
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

日
本
政
府
に
対
す
る
核
兵
器

廃
絶
に
向
け
た
取
組
の
推
進

を
求
め
る
要
請
文
の
提
出

平成３１年 追悼平和祈念館企画展

流　燈
広島市女原爆追憶の記

期間　平成31年1月1日～12月29日
場所　追悼平和祈念館　地下１階
　　　情報展示コーナー
入場　無料

　
平
成
二
十
九
年
か
ら
閉
館
し
て

い
た
平
和
記
念
資
料
館
本
館
は
、

改
修
工
事
及
び
展
示
整
備
を
終
え
、

平
成
三
十
一
年
四
月
二
十
五
日
に

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

　

本
館
で
は
、
被
爆
者
の
遺
品
、

被
爆
の
惨
状
を
示
す
写
真
や
資

料
を
展
示
し
、「
八
月
六
日
の
ヒ

ロ
シ
マ
」
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、

被
爆
者
や
遺
族
の
今
日
ま
で
の
苦

し
み
や
悲
し
み
な
ど
を
伝
え
ま
す
。

　

な
お
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
後
の
観

覧
料
の
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
展
示
替
え
作
業
等
の
た

め
、
前
日
の
四
月
二
十
四
日
は
午
後

二
時
に
閉
館
し
ま
す
。（
入
館
受
付

は
午
後
一
時
三
十
分
ま
で
で
す
。）

 

（
平
和
記
念
資
料
館　

学
芸
課
）

日本政府に対する要請文の提出（左手前から高原高山市市民
活動部長、田上長崎市長、松井広島市長、辻外務大臣政務官）

右下が 1957 年（昭和 32 年）に刊行された「流燈」。これまで続編や再製作版が刊行
され、貴重な記録として読み継がれている。

平
和
記
念
資
料
館
本
館
が
平
成
三
十
一
年

四
月
二
十
五
日
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
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【
お
問
い
合
わ
せ
】

国
立
広
島
原
爆
死
没
者
追
悼
平
和
祈

念
館

☎
（
０
８
２
）
５
４
３
・
６
２
７
１

　

昨
年
十
月
二
十
二
日
～
二
十
七
日

に
フ
ラ
ン
ス
で
被
爆
体
験
記
朗
読
会

を
、
十
一
月
三
日
～
七
日
に
イ
ギ
リ

ス
で
被
爆
体
験
記
朗
読
会
と
被
爆
体

験
伝
承
講
話
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

フ
ラ
ン
ス
で
は
、
北
部
の
ノ
ル
マ

ン
デ
ィ
ー
地
方
の
港
町
ル
ア
ー
ブ
ル

で
被
爆
体
験
記
朗
読
会
を
開
催
し
ま

し
た
。
第
二
次
世
界
大
戦
末
期
、
ド

イ
ツ
占
領
下
の
ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
ー
で
、

歴
史
上
最
大
規
模
の
上
陸
作
戦
（
ノ

ル
マ
ン
デ
ィ
ー
上
陸
作
戦
）
が
敢
行

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
時
、
ド
イ
ツ
軍

に
対
し
て
行
わ
れ
た
連
合
国
軍
の
大

空
襲
は
、
市
民
が
暮
ら
す
街
も
破
壊

し
尽
く
し
ま
し
た
。

　

今
回
、
ル
ア
ー
ブ
ル
大
学
で
、
ア

ジ
ア
の
社
会
・
経
済
を
専
攻
す
る
学

生
が
中
心
と
な
っ
て
開
い
た
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
に
招
か
れ
る
形
で
、
被
爆
体

験
記
朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
朗
読
会

を
開
催
し
ま
し
た
。
戦
災
と
復
興
の

歴
史
を
持
つ
街
だ
け
あ
っ
て
、
学
生

た
ち
は
平
和
や
人
権
に
大
変
関
心
が

高
く
、
朗
読
会
に
も
企
画
段
階
か
ら

取
り
組
ん
で
く
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

原
爆
詩
の
朗
読
や
質
疑
応
答
に
積
極

的
に
参
加
し
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、朗
読
会
に
先
立
ち
、ル
ア
ー

ブ
ル
か
ら
電
車
で
二
時
間
の
所
に
あ

る
カ
ー
ン
平
和
記
念
館
及
び
同
館
で

開
催
中
の
「
ヒ
ロ
シ
マ
・
ナ
ガ
サ
キ

原
爆
展
」
を
視
察
し
ま
し
た
。
同
館

の
常
設
展
示
は
、
第
二
次
世
界
大
戦

や
ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
ー
上
陸
作
戦
を
中

心
に
、
二
十
世
紀
の
戦
争
や
世
界
情

勢
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

イ
ギ
リ
ス
で
は
、
マ
ン
チ
ェ
ス

タ
ー
市
と
コ
ベ
ン
ト
リ
ー
市
の
二
都

市
で
、
小
学
生
や
地
元
の
核
廃
絶

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行
う
Ｎ
Ｇ
Ｏ
に
参

加
し
て
い
る
学
生
な
ど
に
向
け
て
、

三
回
の
朗
読
会
と
被
爆
体
験
伝
承
者

に
よ
る
講
話
を
行
い
ま
し
た
。
イ
ギ

リ
ス
で
の
開
催
に
は
会
場
準
備
な
ど

に
難
し
い
点
も
あ
り
ま
し
た
が
、
朗

読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
伝
承
者
は
日
本

で
の
活
動
経
験
を
活
か
し
、
イ
ギ
リ

ス
の
人
た
ち
に
「
ヒ
ロ
シ
マ
の
心
」

を
伝
え
よ
う
と
懸
命
に
取
り
組
ん
で

い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
市
と
近

郊
の
オ
ー
ル
ダ
ム
地
区
、
コ
ベ
ン
ト

リ
ー
市
の
各
首
長
へ
の
表
敬
訪
問
や
、

各
市
の
平
和
行
政
の
関
係
者
な
ど
と

の
意
見
交
換
も
行
い
ま
し
た
。
マ
ン

チ
ェ
ス
タ
ー
市
長
か
ら
は
、
市
民
と

の
協
働
と
多
様
性
の
実
現
に
対
す
る

強
い
思
い
を
伺
い
ま
し
た
。

　

コ
ベ
ン
ト
リ
ー
市
で
は
、
第
二
次

世
界
大
戦
中
に
受
け
た
ド
イ
ツ
軍
の

大
空
襲
の
爪つ

め
あ
と跡
が
無
惨
に
残
る
旧
大

聖
堂
と
、
そ
の
横
に
一
九
六
二
年
に

建
設
さ
れ
た
新
大
聖
堂
を
見
学
し
、

痛
ま
し
い
歴
史
と
そ
こ
か
ら
の
復
興

に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

 

（
原
爆
死
没
者
追
悼
平
和
祈
念
館
）

　

国
立
広
島
原
爆
死
没
者
追
悼
平
和

祈
念
館
で
は
、
被
爆
者
の
体
験
や
平

和
へ
の
思
い
を
次
世
代
に
語
り
継
ぐ

た
め
、
全
国
（
広
島
市
を
除
く
）
の

小
・
中
学
校
、
高
等
学
校
、
自
治
体
、

そ
の
他
の
団
体
が
行
う
平
和
学
習
の

場
に
、
被
爆
体
験
伝
承
者
と
被
爆
体

験
記
朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
無
料
で

派
遣
す
る
「
被
爆
体
験
伝
承
者
等
派

遣
事
業
」
を
、
平
成
三
十
年
度
か
ら

実
施
し
て
い
ま
す
。

　

事
業
の
反
響
は
大
き
く
、
平
成

三
十
年
度
の
派
遣
件
数
は
三
百
六

件
（
被
爆
体
験
伝
承
講
話
二
百
七
十

件
、
被
爆
体
験
記
朗
読
会
三
十
六

件
）、
約
五
万
人
の
児
童
生
徒
等
に

被
爆
体
験
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

二
年
目
と
な
る
平
成
三
十
一
年
度

の
派
遣
先
募
集
は
、
平
成
三
十
一
年

一
月
二
十
一
日
か
ら
開
始
し
て
い
ま

す
。

●
派
遣
先
の
決
定　

　

原
則
、
受
付
順
で
決
定
し
ま
す
。

●
派
遣
開
始　

　

平
成
三
十
一
年
四
月
以
降
、
順
次

派
遣
し
ま
す
。

●
実
施
内
容
に
つ
い
て
の
詳
細

　

国
立
広
島
原
爆
死
没
者
追
悼
平
和

祈
念
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（https://

w
w

w
.hiro-tsuitokinenkan.go.jp/

）

に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

海
外
派
遣
に
つ
い
て
は
、
派
遣
要

望
先
を
調
整
し
、
平
成
三
十
年
度
と

同
様
に
一
カ
国
程
度
実
施
す
る
予
定

で
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
】

国
立
広
島
原
爆
死
没
者
追
悼
平
和
祈

念
館

☎
（
０
８
２
）
２
０
７
・
１
２
０
２

平
成
三
十
一
年
度
被
爆
体

験
伝
承
者
等
全
国
派
遣

の
募
集
を
始
め
ま
し
た

被
爆
体
験
伝
承
者
と

被
爆
体
験
記
朗
読

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

海
外
に
派
遣
し
ま
し
た

黒い雨について説明している様子（ルアーブ
ル大学）

被爆体験伝承講話と朗読会を実施した小学校
の児童と共に（マンチェスター）

被爆体験伝承講話の様子
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原
爆
以
前
の
私
た
ち
の
家
族

　

原
爆
が
投
下
さ
れ
た
昭
和
二
十
年

（
一
九
四
五
年
）、
私
達
一
家
は
父
の

転
勤
に
よ
り
、
五
月
か
六
月
に
東
京

か
ら
広
島
に
移
り
ま
し
た
。
急
な
転

勤
で
し
た
。
父
の
会
社
は
、
あ
る
大

手
の
化
学
工
場
で
し
た
。
家
族
は
父

の
茂
し
げ
る
、
母
の
喜き

久く

子こ

、
七
歳
だ
っ
た

私
、
二
歳
だ
っ
た
妹
の
悠ゆ

紀き

子こ

の
四

人
家
族
で
し
た
。

　

父
の
実
家
は
西に
し

新し
ん

町ま
ち

（
現
在
の
土ど

橋は
し

町ち
ょ
う。
平
和
記
念
資
料
館
の
す
ぐ
近

く
）
に
あ
り
、
古
く
か
ら
西
新
町

で
大
き
な
旅
館
を
営
ん
で
い
ま
し

た
。
転
勤
が
決
ま
る
と
、
私
た
ち
一

家
は
家
財
道
具
を
ま
と
め
て
会
社
の

社
宅
あ
て
に
送
り
出
し
、
あ
わ
た
だ

し
く
東
京
を
後
に
し
ま
し
た
。
し
か

し
、
当
時
の
貨
物
輸
送
は
す
べ
て
軍

事
優
先
で
、
家
財
道
具
は
い
つ
到
着

す
る
の
か
分
か
ら
な
い
状
態
で
し
た
。

舟ふ
な

入い
り

に
あ
っ
た
社
宅
で
生
活
す
る
上

で
の
必ひ
つ

需じ
ゅ

品ひ
ん

に
も
困
っ
た
私
た
ち
は
、

西
新
町
の
祖
父
の
家
に
一
時
的
に
身

を
寄
せ
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

昭
和
二
十
年
当
時
、
す
で
に
祖
父

の
旅
館
は
営
業
停
止
の
状
態
で
し
た
。

祖
父
の
家
で
は
、
祖
父
の
栄え
い

吉き
ち

、
祖

母
の
り
ょ
う
、
父
の
妹
た
ち
・
長
女

の
初は
つ

代よ

、
体
の
弱
か
っ
た
露つ
ゆ

子こ

、
県

庁
に
勤
め
て
い
た
富ふ

士じ

子こ

の
五
人
家

族
が
住
ん
で
い
ま
し
た
。
そ
こ
に
私

た
ち
家
族
が
加
わ
り
、
さ
ら
に
七
月

二
十
日
に
は
私
の
弟
の
裕
ひ
ろ
し
が
生
ま
れ

て
、
祖
父
の
家
は
十
人
の
大
家
族
に

な
り
ま
し
た
。

　

私
た
ち
家
族
は
、
あ
の
日
の
前
日

の
八
月
五
日
ま
で
は
、
西
新
町
で
ご

く
普
通
の
市
民
生
活
を
送
っ
て
い
ま

し
た
。

偶
然
が
家
族
の
運
命
を
分
け
た

　

広
島
も
空く
う

襲し
ゅ
うの
心
配
が
あ
る
の
で
、

七
月
の
末
に
、
母
は
生
ま
れ
た
ば
か

り
の
弟
と
幼
い
妹
だ
け
を
連
れ
て
、

宮
島
の
近
く
の
親し
ん

戚せ
き

の
家
に
一
時
避

難
を
し
ま
し
た
。
勤
め
の
あ
る
父
と

学
校
が
あ
る
私
は
広
島
に
残
り
ま
し

た
。

　

偶
然
が
私
た
ち
家
族
の
運
命
を
変

え
ま
し
た
。
八
月
五
日
は
日
曜
日
で

し
た
。
私
は
一
人
で
母
の
と
こ
ろ
に

遊
び
に
行
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。
祖

父
は
こ
れ
に
頑が
ん

固こ

に
反
対
し
た
の
で
、

私
は
「
必
ず
五
日
中
に
帰
っ
て
き
て
、

六
日
に
は
登
校
す
る
」
と
い
う
約
束

を
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
久
し
ぶ
り

に
母
に
会
い
、
生
ま
れ
た

ば
か
り
の
弟
を
見
た
り
し

て
い
る
う
ち
に
、
祖
父
と

の
固
い
約
束
を
破
り
、
五

日
中
に
は
帰
り
そ
び
れ
て

し
ま
い
ま
し
た
。

　

翌
六
日
の
朝
、
親
戚
の

家
の
前
の
海
辺
に
出
て
、

ぼ
ん
や
り
と
、
海
上
は
る

か
二
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
先

の
広
島
を
見
て
い
る
と
、

突
然
、
見
た
こ
と
も
な
い

強
烈
な
閃せ
ん

光こ
う

を
目
撃
し
ま

し
た
。
続
い
て
十
秒
ぐ
ら

い
後
に
「
ド
ー
ン
」
い
う

鈍に
ぶ

い
音
が
響
き
ま
し
た
。

　

あ
の
閃
光
の
瞬
間
、
広
島
が
壊か
い

滅め
つ

し
て
何
万
人
も
の
命
が
奪
わ
れ
た
の

だ
と
思
う
と
、
今
も
身
の
毛
が
よ
だ

つ
思
い
で
す
。

　

原
爆
が
投
下
さ
れ
た
と
き
、
父
は

爆
心
地
か
ら
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
離
れ

た
工
場
に
出
勤
し
て
い
ま
し
た
。
そ

の
後
数
日
間
、
父
は
祖
父
た
ち
を
探

し
て
何
日
も
市
内
の
焼
け
跡
を
さ
ま

よ
い
、
つ
い
に
瓦が

礫れ
き

の
下
に
祖
父
母

と
初
代
、
露
子
の
遺
体
を
見
つ
け
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
遺
体
が
発
見

さ
れ
た
時
に
は
、
原
爆
投
下
か
ら
十

日
以
上
経
っ
て
い
ま
し
た
。

　

八
月
十
八
日
、
父
と
母
と
私
は
祖

父
の
家
の
焼
け
跡
に
行
き
ま
し
た
。

そ
し
て
、
瓦
礫
の
下
か
ら
半
分
焼
け

ず
に
残
っ
て
い
た
祖
父
母
の
遺
体
を

見
つ
け
出
し
、
そ
の
場
で
火か

葬そ
う

に
し

ま
し
た
。
遺
体
を
焼
く
と
き
、
母
は

小
声
で
な
に
か
呟
つ
ぶ
や
い
て
い
ま
し
た
が
、

内
容
は
わ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
母

は
「
ほ
ら
、
こ
れ
が
お
爺じ
い

ち
ゃ
ん
だ

よ
」
と
言
い
ま
し
た
が
、
目
の
前
に

あ
る
遺
体
が
、
五
日
の
朝
に
玄
関
で

見
送
っ
て
く
れ
た
祖
父
だ
と
は
、
私

に
は
信
じ
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
な

ん
だ
か
魚
の
腐く
さ

っ
た
よ
う
な
臭
い
が

強
く
印
象
に
残
り
ま
し
た
。
何
十
年

も
た
っ
た
今
で
も
、
似
た
よ
う
な
臭

い
を
か
ぐ
と
、
あ
の
時
の
情
景
が
鮮

明
に
瞼
ま
ぶ
た
に
蘇
よ
み
が
えり
ま
す
。

　

後
年
、
父
は
肺
が
ん
で
亡
く
な
り
、

八
月
六
日
に
父
と
一
緒
に
家
を
出
て

県
庁
に
出
勤
し
た
富
士
子
は
、
い
ま

だ
に
行
方
不
明
の
ま
ま
で
す
。

最
後
に
、
私
た
ち
の
願
い

　

戦
争
中
は
と
て
も
不
安
で
不
自
由

な
生
活
で
し
た
が
、
国
民
は
家
族
同

士
い
た
わ
り
合
い
、
助
け
合
っ
て
幸

せ
な
生
活
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。
私

の
家
族
も
そ
う
で
し
た
。
そ
ん
な
家

族
を
一
瞬
に
し
て
奪
わ
れ
た
の
で
す
。

　

今
で
も
世
界
中
の
ど
こ
か
で
国
と

国
と
の
争
い
が
起
こ
っ
て
い
ま
す
。

い
つ
核
兵
器
が
使
わ
れ
る
か
わ
か
り

ま
せ
ん
。
絶
対
に
核
兵
器
は
廃
絶
さ

せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
が
私

た
ち
被
爆
者
の
強
い
願
い
で
す
。
戦

後
七
十
四
年
、
戦
争
を
知
っ
て
い
る

世
代
も
少
な
く
な
り
ま
し
た
。
今
こ

そ
核
兵
器
の
悲
劇
を
語
り
継
ぐ
輪
を

全
世
界
に
広
げ
る
こ
と
が
、
核
兵
器

廃
絶
に
つ
な
が
る
道
だ
と
固
く
信
じ

て
い
ま
す
。

被爆体験記プロフィール
〔すえおか　のぼる〕
昭和12年（1937年）生まれ。原爆投
下時、爆心地から800メートルの
西新町（現在の土橋町）に祖父母
をはじめ10人家族で住んでいた。
被爆当日、まったくの偶然により
家族の生死が分かれた。
8月18日、両親と私の3人で、西新
町の焼跡で祖父母の遺体を焼い
た。原爆の悲劇は語り継がなけれ
ばならないと思う。
2004年ピースボランティア。2016年
被爆体験伝承者。2017年被爆体験
証言者。

家族の運命を変えたあの日

本財団被爆体験証言者

末岡　昇

広島東警察署屋上から南を望む｡目をさえぎるものは何も

なく、広島瓦
が

斯
す

広島工場のガスホルダー、向
むこう

宇
う

品
じな

、そして

広島湾
わん

に浮かぶ似
にの

島
しま

（広島市から海上4000m）が見えた。
（平和記念資料館提供）



5

平成31年3月平和文化　第200号

　

本
財
団
で
は
、
広
島
市
と
共
催
で
、

市
民
が
「
平
和
の
原
点
」
と
し
て
の

「
ヒ
ロ
シ
マ
」
を
見
つ
め
直
し
、
原

爆
や
平
和
に
つ
い
て
考
え
、
ど
の
よ

う
に
行
動
す
れ
ば
よ
い
か
を
探
求
す

る
機
会
を
提
供
す
る
た
め
、「
ヒ
ロ

シ
マ
・
ピ
ー
ス
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
開

催
し
て
い
ま
す
。
本
年
度
も
広
島
市

立
大
学
の
講
座
「
広
島
か
ら
の
平
和

学
」
と
連
携
し
て
、
十
月
か
ら
一
月

ま
で
の
間
に
全
六
回
開
催
し
、
同
大

学
の
学
生
を
含
む
約
七
十
人
が
受
講

し
ま
し
た
。

　

同
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
被
爆
体
験

証
言
の
聴
講
や
、
国
際
協
力
、
学
術
、

市
民
社
会
な
ど
多
角
的
に
核
兵
器
廃

絶
と
世
界
恒
久
平
和
に
つ
い
て
考
え

る
講
座
を
用
意
し
、
グ
ル
ー
プ
討
議

と
最
終
回
で
の
発
表
に
よ
り
、
受
講

者
自
身
で
考
え
、
活
発
な
意
見
交
換

が
で
き
る
内
容
と
し
ま
し
た
。

　

第
二
回
目
に
は
、
現
地
学
習
と
し

て
広
島
市
現
代
美
術
館
の
企
画
展

「
丸ま

る

木き

位い

里り･

俊と
し

《
原
爆
の
図
を
読

む
》」
の
鑑
賞
と
、
比ひ

じ治
山や

ま

（
南
区
）

の
被
爆
建
物
で
あ
る
「
多た

聞も
ん

院い
ん

」
や

「
頼ら

い

山さ
ん
よ
う陽
文ぶ

ん

徳と
く

殿で
ん

」
な
ど
の
史
跡
を

巡
り
ま
し
た
。

　

受
講
者
か
ら
は
、「
原
爆
被
害
や

平
和
を
考
え
る
良
い
機
会
と
な
っ

た
」、「
グ
ル
ー
プ
討
議
で
は
若
い
人

た
ち
の
意
見
が
聞
け
て
新
鮮
だ
っ

た
」
等
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
第
五
回
目
に
は
、
平
和
首

長
会
議
行
動
計
画
に
掲
げ
る
「
核
兵

器
禁
止
条
約
」
の
早
期
締
結
を
求
め

る
署
名
活
動
を
推
進
す
る
た
め
、「
若

者
が
考
え
る
こ
れ
か
ら
の
ヒ
ロ
シ

マ
」
を
テ
ー
マ
に
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。

　

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、

県
内
外
で
活
動
し
て
い
る
若
者
五
人

が
日
頃
の
活
動
や
核
兵
器
廃
絶
に
向

け
た
取
組
を
発
表
し
、
世
界
恒
久
平

和
の
実
現
に
向
け
て
自
分
た
ち
に
で

き
る
こ
と
に
つ
い
て
、
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
の
広
島
市
立
大
学
広
島
平

和
研
究
所
の
水み

ず
も
と本

和か
ず

実み

副
所
長
を
交

え
て
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　
「
ヒ
バ
ク
シ
ャ
国
際
署
名
」
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
リ
ー
ダ
ー
の
林

は
や
し

田だ

光み
つ
ひ
ろ弘
さ

ん
は
、
署
名
活
動
の
目
的
や
日
頃
の

活
動
内
容
を
紹
介
す
る
と
と
も
に

「
核
兵
器
廃
絶
を
夢
に
し
て
は
い
け

な
い
」
と
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

　

広
島
市
立
大
学
芸
術
学
部
二
年
の

上う
え
も
と本
佳か

な奈
さ
ん
は
、
所
属
す
る
平
和

研
究
サ
ー
ク
ル
「
Ｓ
２
（Sm

ile

×

Sm
ile

）」
が
行
う
碑
め
ぐ
り
ガ
イ
ド

な
ど
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。

　

広
島
女
学
院
中
学
高
等
学
校
・
高

校
二
年
の
庭に

わ

田た

杏あ
ん

珠じ
ゅ

さ
ん
は
、「
記

憶
の
解
凍
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
取
り

組
み
を
通
し
て
被
爆
者
の
記
憶
を
未

来
に
継
承
し
て
い
き
た
い
と
話
し
ま

し
た
。

　

盈え
い

進し
ん

中
学
高
等
学
校
・
高
校
二
年

の
前ま

え
は
ら原

未み

き来
さ
ん
は
、
街
頭
署
名
活

動
や
福
島
第
一
原
発
事
故
に
よ
る
被

災
者
と
の
交
流
な
ど
を
紹
介
す
る
と

と
も
に
、
核
廃
絶
の
た
め
の
運
動
を

仲
間
と
共
に
地
道
に
続
け
て
い
き
た

い
と
話
し
ま
し
た
。

　

沖
縄
尚

し
ょ
う

学が
く

高
等
学
校
二
年
の
中な

か

川が
わ

友ゆ
う

希き

さ
ん
は
、「
高
校
生
平
和
集

会 in 

沖
縄
」
の
活
動
な
ど
を
報
告

す
る
と
と
も
に
、
沖
縄
で
反
基
地
運

動
を
展
開
し
た
阿あ

は波
根ご

ん

昌
し
ょ
う

鴻こ
う

氏
の

行
動
を
紹
介
し
、
歴
史
を
学
び
、
行

動
を
起
こ
す
こ
と
の
大
切
さ
を
訴
え

ま
し
た
。

　

会
場
は
約
百
人
の
来
場
者
で
満
席

と
な
り
、「
若
い
世
代
の
活
動
や
考
え

を
聞
け
た
こ
と
は
非
常
に
貴
重
で
刺

激
的
だ
っ
た
」、「
安
心
し
て
バ
ト
ン

を
渡
す
こ
と
が
で
き
る
」
な
ど
多
く

の
意
見
や
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

 

（
平
和
連
帯
推
進
課
）

　

平
和
首
長
会
議
で
は
、
平
成

二
十
六
年
度
か
ら
、
海
外
の
加
盟
都

市
の
若
手
職
員
等
を
イ
ン
タ
ー
ン
と

し
て
広
島
に
招
へ
い
し
、
事
務
局
の

業
務
に
従
事
し
て
も
ら
う
取
組
を

行
っ
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
、
六
か

国
・
六
都
市
か
ら
六
人
を
受
け
入
れ

ま
し
た
。

　

イ
ン
タ
ー
ン
に
は
母
国
の
加
盟
都

市
に
関
す
る
情
報
更
新
や
未
加
盟
都

市
の
調
査
の
ほ
か
、
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ

ン
の
原
稿
作
成
な
ど
事
務
局
の
様
々

な
業
務
を
体
験
し
て
も
ら
い
ま
し

た
。
ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ン
か
ら
自
都

市
の
平
和
の
取
組
を
本
財
団
の
職
員

等
に
紹
介
し
て
も
ら
い
、
相
互
理
解

と
連
携
強
化
の
促
進
を
図
り
ま
し

た
。

　

ま
た
、
平
和
記
念
資
料
館
、
平
和

記
念
公
園
、
原
爆
死
没
者
追
悼
平
和

祈
念
館
、
放
射
線
影
響
研
究
所
の
見

学
に
加
え
、被
爆
体
験
講
話
の
聴
講
、

広
島
の
青
少
年
と
の
意
見
交
換
な
ど

ヒ
ロ
シ
マ
・
ピ
ー
ス

フ
ォ
ー
ラ
ム
の
開
催

平
和
首
長
会
議
事
務
局

が
海
外
加
盟
都
市
か
ら

イ
ン
タ
ー
ン
を
受
入
れ

インターン受入実績

国 都市名 人
数 期間

ドイツ ミュンヘン 1 H30. 6.18～H30. 7.13

カメルーン フォンゴ・トンゴ 1 H30. 8.21～H30. 9.14

ブラジル サントス 1 H30.10.22～H30.11. 2

イラン テヘラン 1 H30.11.12～H30.11.28

ロシア ボルゴグラード 1 H30.12. 3～H30.12.19

カナダ モントリオール 1 H31. 1.16～H31. 2.13

パネルディスカッションの様子
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も
実
施
し
、
被
爆
の
実
相
へ
の
理
解

を
深
め
、
平
和
へ
の
思
い
を
共
有
し

て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

各
イ
ン
タ
ー
ン
は
帰
国
後
、
講
演

や
青
少
年
へ
の
平
和
教
育
を
行
う
な

ど
、
広
島
で
学
ん
だ
こ
と
を
基
に
核

兵
器
廃
絶
に
向
け
た
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。
事
務
局
で
は
、
こ
の
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
通
じ

て
、
核
兵
器
の
な
い
平
和
な
世
界
の

実
現
を
願
う
ヒ
ロ
シ
マ
の
心
が
世
界

に
広
ま
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま

す
。

 

（
平
和
連
帯
推
進
課
）

　

広
島
市
の
姉
妹
都
市
で
あ
り
平
和

首
長
会
議
の
副
会
長
都
市
で
あ
る
ハ

ノ
ー
バ
ー
市
（
ド
イ
ツ
）
の
支
援
の

も
と
で
世
界
を
巡
回
し
て
い
る
写
真

展
「
50
の
都
市
‐
50
の
軌
跡
」
を
、

昨
年
十
一
月
十
八
日
か
ら 

三
十
日

ま
で
国
際
会
議
場
一
階
エ
ン
ト
ラ
ン

ス
ロ
ビ
ー
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
展
覧
会
は
、
一
九
六
八
年
に

Ｎ
Ｐ
Ｔ
（
核
兵
器
不
拡
散
条
約
）
が

採
択
さ
れ
て
か
ら
、
二
〇
一
八
年
に

五
十
年
目
を
迎
え
た
こ
と
を
記
念
し

て
、
ハ
ノ
ー
バ
ー
市
と
シ
ュ
ト
ゥ
ッ

ト
ガ
ル
ト
市（
ド
イ
ツ
）の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
・
オ
フ
ィ
ス
に
よ
っ
て
企
画
さ

れ
た
も
の
で
す
。
二
〇
二
〇
年
ま
で

に
世
界
の
五
十
の
平
和
首
長
会
議
加

盟
都
市
で
開
催
し
、
都
市
の
破
壊
や

核
兵
器
の
保
有
に
反
対
す
る
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
発
信
す
る
こ
と
を
目
指
し

て
い
ま
す
。
広
島
市
は
八
か
所
目
の

開
催
地
と
な
り
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
、
芸
術
家
ク
ラ
ウ
デ
ィ

ア
・
デ
ィ
ー
ト
ヴ
ィ
ッ
ヒ
が
、
日
本

の
十
都
市
を
含
む
五
十
都
市
の
ア
ス

フ
ァ
ル
ト
に
残
る
様
々
な
軌
跡
を
撮

影
し
、
彩
色
を
施
し
た
作
品
が
展
示

さ
れ
ま
し
た
。
出
会
い
の
場
所
で
あ

り
、
人
々
の
い
さ
か
い
や
不
慮
の
事

故
な
ど
、
様
々
な
人
間
模
様
が
繰
り

広
げ
ら
れ
る
舞
台
で
も
あ
る
道
路

を
、
デ
ィ
ー
ト
ヴ
ィ
ッ
ヒ
は
生
活
そ

の
も
の
を
映
し
出
す
場
所
と
し
て
と

ら
え
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
道
路
に

残
さ
れ
た
一
見
が
ら
く
た
に
し
か
見

え
な
い
よ
う
な
か
け
ら
や
跡
に
も
都

市
に
刻
ま
れ
た
記
憶
を
見
出
し
、
忘

れ
去
ら
れ
な
い
よ
う
作
品
と
し
て
記

録
に
留
め
、
都
市
の
破
壊
、
ひ
い
て

は
核
兵
器
の
保
有
に
反
対
す
る
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
込
め
て
い
ま
す
。

　

国
際
会
議
場
で
の
恒
例
イ
ベ
ン

ト
「
国
際
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
８
」
の

開
催
日
を
初
日
と
し
た
こ
の
展
覧
会

は
、
開
催
期
間
を
通
し
て
二
千
人
近

く
の
来
場
者
で
賑に

ぎ

わ
い
ま
し
た
。

 

（
平
和
連
帯
推
進
課
）

 　

赤
十
字
国
際
委
員
会（
Ｉ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
）

か
ら
の
要
請
で
、
昨
年
九
月
二
十
六

日
に
ジ
ャ
カ
ル
タ
で
開
か
れ
た
Ｉ
Ｃ

Ｒ
Ｃ
主
催
国
際
人
道
法
ア
ジ
ア
・
大

洋
州
地
域
会
合
の
第
二
セ
ッ
シ
ョ
ン

「
核
兵
器
の
人
道
的
側
面
」
に
お
い

て
、
当
財
団
の
小こ

溝み
ぞ

泰や
す
よ
し義
理
事
長
が

「
核
兵
器
の
な
い
世
界
を
め
ざ
す
市

民
社
会
の
展
望
―
平
和
首
長
会
議
の

取
組
」
と
題
し
て
発
表
を
行
い
ま
し

た
。

　

小
溝
理
事
長
は
、
被
爆
者
の
被
爆

体
験
及
び
核
兵
器
の
な
い
平
和
な
世

界
を
目
指
す
「
こ
ん
な
思
い
を
他
の

誰
に
も
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
」
と
の

訴
え
を
強
調
し
、
市
民
社
会
の
幅
広

い
運
動
が
核
軍
縮
を
促
進
し
た
先
例

と
、
核
大
国
の
指
導
者
が
国
際
緊
張

の
極
ま
る
中
で
核
軍
縮
を
実
現
し
た

先
例
を
紹
介
し
、
幅
広
い
市
民
社
会

の
協
働
と
為
政
者
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
の
重
要
性
を
指
摘
し
ま
し
た
。
そ

し
て
、
広
島
・
長
崎
両
市
が
主
導
す

る
平
和
首
長
会
議
が
「
核
兵
器
の
な

い
世
界
の
実
現
」
と
「
安
全
で
活
力

の
あ
る
都
市
の
実
現
」
の
二
つ
の
柱

を
活
動
の
中
核
と
し
て
取
り
組
ん
で

い
る
、
世
界
平
和
実
現
の
た
め
の
活

動
を
紹
介
し
つ
つ
、
国
、
自
治
体
と

と
も
に
幅
広
い
市
民
社
会
が
力
を
合

わ
せ
れ
ば
核
の
な
い
世
界
の
実
現
は

可
能
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
、
核
軍

縮
を
具
体
的
に
進
め
る
た
め
に
共
に

取
り
組
も
う
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

参
加
者
（
国
際
人
道
法
の
専
門
家
、

外
交
官
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
等
）
か
ら
も
活
発

な
質
問
が
寄
せ
ら
れ
、
核
廃
絶
に
向

け
た
努
力
の
必
要
性
を
多
く
の
人
と

共
有
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

 

（
平
和
連
帯
推
進
課
）

国
際
人
道
法
ア
ジ
ア
・ 

大
洋
州
地
域
会
合
へ
の
出
席

写
真
展
「
50
の
都
市

-

50
の
軌
跡
」
の
開
催

11 月 18日オープニングセレモニーの様子

小溝理事長の発表の様子

松井広島市長が観覧

広島の青少年に対して、テヘラン市の平和
の取組を紹介するインターン
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平
和
首
長
会
議
で
は
、
今
年
度
、

加
盟
都
市
に
お
け
る
平
和
教
育
の
更

な
る
充
実
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
全
加
盟
都
市
の
六
歳
以
上
十
五

歳
以
下
の
子
ど
も
た
ち
を
対
象
と
し

た
〝
平
和
な
ま
ち
〟
絵
画
コ
ン
テ
ス

ト
を
初
め
て
開
催
し
ま
し
た
。

　

加
盟
都
市
の
子
ど
も
た
ち
が
コ
ン

テ
ス
ト
へ
の
参
加
を
通
し
て
「
平
和

な
ま
ち
」
に
つ
い
て
考
え
、
そ
の
イ

メ
ー
ジ
を
絵
に
表
現
す
る
こ
と
に
よ

り
、
子
ど
も
た
ち
の
平
和
意
識
の
醸

成
を
図
る
こ
と
が
目
的
で
す
。
こ
の

平
和
教
育
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
通
じ
て
、

各
都
市
で
も
独
自
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
立
ち
上
げ
る
契
機
と
し
て
も
ら
い

た
い
と
の
願
い
を
込
め
て
、
新
た
な

取
組
と
し
て
実
施
し
、
世
界
十
四
か

国
二
十
九
都
市
か
ら
四
百
六
十
九
作

品
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

作
品
は
い
ず
れ
も
力
作
ぞ
ろ
い

で
、
審
査
に
よ
り
最
優
秀
賞
一
点
、

優
秀
賞
二
点
を
含
む
八
つ
の
受
賞
作

品
を
選
定
し
ま
し
た
。
な
お
、
最
優

秀
作
品
は
、
平
和
首
長
会
議
が
配
布

す
る
ク
リ
ア
フ
ァ
イ
ル
の
デ
ザ
イ
ン

と
し
て
採
用
し
ま
し
た
。
今
後
様
々

な
場
面
で
活
用
し
て
い
き
ま
す
。

 

（
平
和
連
帯
推
進
課
）

　

中
国
人
民
平
和
軍
縮
協
会（
以
下
、

平へ
い

縮
し
ゅ
く

会か
い

と
い
う
）
は
、
平
和
と
軍

縮
を
推
進
す
る
中
国
の
全
国
的
組
織

で
す
。

　

本
財
団
と
平
縮
会
と
は
、
昭
和

六
十
三
年
以
来
、
三
十
年
間
に
わ
た

り
相
互
訪
問
を
続
け
て
い
ま
す
。
平

成
三
十
年
度
は
、
十
一
月
二
十
五
日

か
ら
二
十
八
日
ま
で
の
日
程
で
平
縮

会
の
代
表
団
が
広
島
と
東
京
を
訪
れ

ま
し
た
。

　

広
島
滞
在
中
に
は
、
本
財
団
の
会

長
で
あ
る
松ま

つ

井い

一か
ず

實み

市
長
と
面
会
し

ま
し
た
。
松
井
市
長
は
、
平
和
首
長

会
議
へ
の
加
盟
促
進
や
核
兵
器
廃
絶

に
向
け
た
取
組
へ
の
協
力
を
依
頼
し

ま
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
訪
問
団

団
長
の
安
月
军
（An Yuejun

）
平

縮
会
秘
書
長
は
、
日
中
関
係
の
発
展

の
た
め
、
両
団
体
の
交
流
と
協
力
を

よ
り
一
層
進
め
て
い
き
た
い
と
述
べ

ま
し
た
。

　

ま
た
一
行
は
、
平
成
二
十
九
年
度

広
島
市
民
平
和
友
好
訪
中
団
の
団
員

と
の
懇
談
、
平
和
記
念
公
園
や
平
和

記
念
資
料
館
の
視
察
を
行
い
、
河こ

う

野の

キ
ヨ
美み

さ
ん
の
被
爆
体
験
証
言
の
聴

講
を
通
じ
て
、
被
爆
の
実
相
に
つ
い

て
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
広
島
の
学
生
と
の
意

見
交
換
会
に
出
席
し
、
若
者
が
考
え

る
日
中
関
係
に
つ
い
て
、
率
直
に
意

見
を
交
わ
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
東
京
に
移
動
し
た
一
行

は
、
原
水
爆
禁
止
日
本
協
議
会
や
、

そ
の
他
関
係
機
関
を
訪
問
し
ま
し

た
。

　

昨
年
は
日
中
平
和
友
好
条
約
締
結

四
十
周
年
と
い
う
節
目
の
年
に
当
た

り
、
一
行
は
日
中
友
好
の
重
要
性
に

つ
い
て
、
幾
度
も
述
べ
て
お
ら
れ
ま

し
た
。
今
回
の
訪
問
受
入
れ
に
よ
っ

て
、
今
後
も
市
民
レ
ベ
ル
の
交
流
を

継
続
し
て
い
く
意
義
を
互
い
に
確
認

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

 

（
平
和
連
帯
推
進
課
）

　

広
島
市
と
長
崎
市
は
、
被
爆
の
実

相
や
被
爆
者
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
若
い

世
代
に
伝
え
る
た
め
、
そ
れ
ら
を
学

術
的
に
整
理
・
体
系
化
し
、
学
問
と

し
て
普
遍
性
を
持
た
せ
た
「
広
島
・

長
崎
講
座
」
の
開
設
を
国
内
外
の
大

学
に
働
き
掛
け
、
そ
の
普
及
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　

本
財
団
は
、
昨
年
十
一
月
か
ら
本

年
一
月
の
間
、
次
の
二
大
学
が
広
島

市
と
長
崎
市
で
実
施
し
た
平
和
学
習

に
際
し
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
支
援
を
行

い
ま
し
た
。

デ
ュ
ポ
ー
ル
大
学
（
米
国
）

　

十
一
月
三
十
日
（
金
）
か
ら
十
二

月
九
日
（
日
）
ま
で
の
間
、
同
講
座

を
開
設
し
て
い
る
デ
ュ
ポ
ー
ル
大
学

の
学
生
十
六
人
、
教
員
二
人
の
計

十
八
人
が
広
島
市
と
長
崎
市
で
平
和

学
習
を
行
い
ま
し
た
。
同
大
学
の
広

島
訪
問
は
今
回
で
七
回
目
で
す
。

子
ど
も
た
ち
に
よ
る

〝
平
和
な
ま
ち
”
絵
画

コ
ン
テ
ス
ト
の
開
催

中
国
人
民
平
和
軍
縮

協
会
代
表
団
の
受
入
れ

「
広
島
・
長
崎
講
座
」

開
設
大
学
へ
の
支
援

最優秀賞：ロシア・クラスノダール市

アナスタシア・スコベルツィナさん（９歳）

優秀賞：日本・広島市

世
せ ら

羅紗
さ

彩
あや

さん (7 歳 )

優
秀
賞:

イ
ラ
ン
・
テ
ヘ
ラ
ン
市

オ
ジ
ェ
ン
・
メ
マ
プ
ー
ル
さ
ん（
11
歳
）

市長訪問の様子
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一
行
は
、
広
島
市
で
は
平
和
記
念

資
料
館
や
平
和
記
念
公
園
、
長
崎
市

で
は
岡
ま
さ
は
る
記
念
長
崎
平
和
資

料
館
や
浦う

ら
か
み
て
ん
し
ゅ
ど
う

上
天
主
堂
な
ど
を
見
学
し

た
ほ
か
、
両
市
で
被
爆
体
験
講
話
を

聴
講
す
る
な
ど
し
て
、
被
爆
の
実
相

に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。
さ
ら
に
地

元
大
学
生
と
の
意
見
交
換
な
ど
も
行

い
、
様
々
な
角
度
か
ら
平
和
に
つ
い

て
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

慶キ
ョ
ン

北ブ
ク

国
立
大
学
校
人
文
大
学
（
韓

国
）

　

一
月
九
日
（
水
）
に
、
慶
北
国

立
大
学
校
人
文
大
学
の
学
生
二
十

人
、
教
員
一
人
の
計
二
十
一
人
が
、

二
〇
一
八
年
の
同
講
座
認
定
後
初
め

て
、
広
島
市
で
の
平
和
学
習
を
行
い

ま
し
た
。

　

一
行
は
、
平
和
記
念
資
料
館
や
平

和
記
念
公
園
の
見
学
、
大お

お

田た

金か
ね

次じ

さ

ん
に
よ
る
被
爆
体
験
講
話
の
聴
講
な

ど
を
通
し
て
、
被
爆
の
実
相
に
つ
い

て
学
び
ま
し
た
。

 

（
平
和
連
帯
推
進
課
）

　

本
年
一
月
四
日
か
ら
六
日
ま
で
の

三
日
間
、
米
国
ハ
ワ
イ
州
ホ
ノ
ル
ル

市
で
開
催
さ
れ
た
「
オ
バ
マ
財
団
主

催
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
リ
ー
ダ
ー
ズ

デ
ザ
イ
ン
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
に
、

本
財
団
平
和
連
帯
推
進
課
の
職
員
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
、
日
本

を
は
じ
め
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
の

各
界
の
若
手
リ
ー
ダ
ー
を
対
象
に
、

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
を
高
め
る
と
と
も
に
人
的
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
構
築
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
教
育
や
Ｉ

Ｔ
な
ど
多
様
な
分
野
で
活
躍
し
て
い

る
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
や
マ
ー
シ
ャ
ル

諸
島
な
ど
十
六
か
国
・
地
域
か
ら
の

参
加
メ
ン
バ
ー
二
十
一
人
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
活
動
を
更
に
活
発
化
、
拡
大

さ
せ
る
た
め
に
必
要
な
ス
キ
ル
な
ど

に
つ
い
て
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行

い
ま
し
た
。
ま
た
、
今
後
ア
ジ
ア
太

平
洋
地
域
に
お
い
て
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
を
発
揮
し
て
い
く
た
め
に
必
要
な

ア
イ
デ
ィ
ア
を
出
し
合
い
、
オ
バ
マ

前
米
国
大
統
領
の
前
で
グ
ル
ー
プ
毎

に
発
表
し
、
意
見
交
換
を
行
い
ま
し

た
。

　

本
財
団
の
職
員
は
、
ア
ジ
ア
太
平

洋
地
域
の
若
い
リ
ー
ダ
ー
と
、
そ
れ

ぞ
れ
が
解
決
し
た
い
課
題
等
に
つ
い

て
意
見
交
換
を
行
う
と
と
も
に
、
平

和
首
長
会
議
の
取
組
に
つ
い
て
紹
介

し
、
今
後
の
活
動
に
対
す
る
理
解
と

協
力
を
求
め
ま
し
た
。

 

（
平
和
連
帯
推
進
課
）

　

広
島
平
和
記
念
資
料
館
で
は
、
原

爆
被
害
の
実
相
を
伝
え
る
た
め
の
貴

重
な
資
料
と
し
て
、
被
爆
者
や
そ
の

遺
族
が
保
存
し
て
お
ら
れ
る
被
爆
の

遺
品
や
被
爆
の
痕
跡
を
と
ど
め
る
資

料
、
写
真
等
の
収
集
・
保
管
に
努
め

て
い
ま
す
。

　

戦
後
七
十
年
以
上
経
過
し
、
遺
品

や
資
料
に
ま
つ
わ
る
詳
細
な
情
報
の

収
集
が
次
第
に
困
難
に
な
っ
て
い
ま

す
。
資
料
館
で
は
、
核
兵
器
廃
絶
の

た
め
、
原
爆
が
も
た
ら
し
た
さ
ま
ざ

ま
な
被
害
を
将
来
に
わ
た
り
伝
え
て

い
き
ま
す
。資
料
の
寄
贈
に
つ
い
て
、

ご
協
力
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

国
立
広
島
原
爆
死
没
者
追
悼
平
和

祈
念
館
で
は
、
原
爆
死
没
者
の
お
名

前
と
遺
影
（
写
真
）、
被
爆
体
験
記

を
収
集
・
公
開
し
、
来
館
者
に
平
和

を
訴
え
て
い
ま
す
。

　

原
爆
死
没
者
が
平
成
三
十
年
八
月

六
日
現
在
で
三
十
一
万
四
千
百
十
八

人
で
あ
る
こ
と
に
対
し
、
当
館
に
原

爆
死
没
者
の
お
名
前
と
遺
影
（
写

真
）
を
お
寄
せ
い
た
だ
い
て
い
る

数
は
、
平
成
二
十
九
年
度
末
で
、

二
万
二
千
三
百
四
十
三
人
に
と
ど

ま
っ
て
い
ま
す
。
原
爆
で
多
く
の
人

が
亡
く
な
っ
た
事
実
を
伝
え
る
た

め
、ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

オ
バ
マ
財
団
主
催
ア
ジ
ア

太
平
洋
地
域
リ
ー
ダ
ー
ズ

デ
ザ
イ
ン
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
へ
の
出
席

被
爆
資
料
、原
爆
死
没
者
の
お
名
前・

遺
影（
写
真
）、被
爆
体
験
記
募
集

被
爆
体
験
の
継
承
に

ご
協
力
を

平和記念資料館見学の様子

ピースボランティアによる平和記念公園の案内

国立広島原爆死没者追悼平和祈念館の体験記閲覧室

フ
ェ
ア
ウ
ェ
ル
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
で
の
オ
バ
マ
前
米

国
大
統
領
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ま
た
、
被
爆
者
ご
自
身
が
執
筆
さ

れ
た
体
験
記
は
、
被
爆
の
実
相
を
後

世
に
伝
え
る
貴
重
な
資
料
で
す
。
被

爆
体
験
に
関
す
る
手
記
・
日
記
・
書

簡
、
ご
本
人
以
外
で
も
被
爆
者
の
御

遺
族
・
友
人
が
書
か
れ
た
追
悼
記
を

含
み
ま
す
。

　

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
お
名
前
と
遺

影
（
写
真
）、
被
爆
体
験
記
等
は
永

久
保
存
す
る
と
と
も
に
、
当
館
で
公

開
し
、
後
世
に
伝
え
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
】

■
被
爆
資
料
に
つ
い
て
―
広
島
平
和

記
念
資
料
館　

学
芸
課
ま
で

☎
（
０
８
２
）
２
４
１
・
４
０
０
４

■
お
名
前
・
遺
影
、
体
験
記
に
つ
い

て
―
国
立
広
島
原
爆
死
没
者
追
悼
平

和
祈
念
館
ま
で

☎
（
０
８
２
）
５
４
３
・
６
２
７
１

　

平
成
三
十
年
十
一
月
二
十
五
日

（
日
）、
広
島
平
和
記
念
資
料
館
資
料

調
査
研
究
会
の
研
究
発
表
会
が
開
催

さ
れ
、
四
人
の
研
究
者
が
発
表
し
ま

し
た
。来
場
者
は
約
三
十
人
で
し
た
。

○
石い

し

丸ま
る

紀の
り

興お
き

会
員
（
広
島
諸
事
・
地

域
再
生
研
究
所
代
表
）

　
「
特
別
法
『
旧
軍
港
市
転
換
法
』

適
用
都
市
に
お
け
る
都
市
政
策
の
展

開
と
課
題
」
と
題
し
、
占
領
下
の
都

市
政
策
に
つ
い
て
報
告
し
ま
し
た
。

○
高こ

う

妻づ
ま

洋よ
う

成せ
い

会
員
（
奈
良
文
化
財
研

究
所
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
長
）

　
「
広
島
平
和
記
念
資
料
館
の
展
示

環
境
」
と
題
し
、
東
館
の
展
示
環
境

調
査
結
果
な
ど
を
報
告
し
ま
し
た
。

○
静し

ず

間ま

清き
よ
し

会
員
（
広
島
大
学
大
学

院
工
学
研
究
科
客
員
教
授
）

　
「
広
島
原
爆
線
量
評
価
に
果
し
た

被
爆
建
造
物
お
よ
び
被
爆
資
料
の
役

割
（
そ
の
２
）」
と
題
し
、
原
爆
線

量
評
価
に
果
た
し
た
被
爆
資
料
の
役

割
の
中
で
残
留
放
射
能
の
深
度
分
布

に
つ
い
て
報
告
し
ま
し
た
。

○
高た

か
は
し橋
博ひ

ろ

子こ

会
員
（
名
古
屋
大
学
大

学
院
法
学
研
究
科
研
究
員
）

　
「
Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｃ
と
米
原
子
力
委
員
会
」

と
題
し
、
Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｃ
の
米
国
内
で
の

位
置
づ
け
に
つ
い
て
、
米
国
の
資
料

を
紹
介
し
つ
つ
報
告
し
ま
し
た
。

【
お
問
い
合
わ
せ
】

平
和
記
念
資
料
館　

学
芸
課

☎
（
０
８
２
）
２
４
１
・
４
０
０
４

　

今
か
ら
七
十
年
前
、
米
国
の
平
和

活
動
家
、
フ
ロ
イ
ド
・
シ
ュ
モ
ー
氏

が
日
米
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
と
も
に

広
島
へ
や
っ
て
来
て
、
原
爆
で
家
を

失
っ
た
人
た
ち
の
た
め
に
、「
広
島

の
家
」
を
建
て
ま
し
た
。

　
「
シ
ュ
モ
ー
ハ
ウ
ス
」
は
、コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ハ
ウ
ス
と
し
て
建
て
ら
れ

た
、
唯
一
現
存
す
る
「
広
島
の
家
」

で
す
。
展
示
施
設
と
し
て
改
修
し
、

二
〇
一
二
年
に
広
島
平
和
記
念
資
料

館
附
属
展
示
施
設
と
し
て
開
館
し
ま

し
た
。

　

こ
の
た
び
、
シ
ュ
モ
ー
氏
が
撮
影

し
た
鮮
明
な
カ
ラ
ー
写
真
や
、
元
住

人
の
方
々
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
資
料
な

シ
ュ
モ
ー
ハ
ウ
ス
の

常
設
展
示
を
一
部
リ

ニュ
ー
ア
ル
し
ま
し
た

資
料
調
査
研
究
会
研
究
発
表
会

会
員
が
研
究

成
果
を
発
表

平
和
記
念
資
料
館
資
料
調
査
研
究
会

研
究
報
告
第
十
四
号

を
発
行
し
ま
し
た

　

平
和
記
念
資
料
館
資
料
調
査
研

究
会
の
調
査
研
究
活
動
の
成
果
を

と
り
ま
と
め
た
『
広
島
平
和
記
念

資
料
館
資
料
調
査
研
究
会
研
究
報

告
』第
十
四
号
を
発
行
し
ま
し
た
。

【
執
筆
者
と
論
文
の
テ
ー
マ
】

◆
静し

ず

間ま 

清き
よ
し
　

広
島
原
爆
線
量
評

価
に
果
た
し
た
被
爆
建
造
物
及
び

被
爆
資
料
の
役
割
（
そ
の
１
）
―

残
留
放
射
能
の
深
度
分
布
―

◆
高た

か
は
し橋　

博ひ
ろ

子こ　

ア
メ
リ
カ
の
核

開
発
と
Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｃ
―
米
原
子
力
委

員
会
と
米
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
文
書

か
ら
―

◆
竹た

け
さ
き﨑　

嘉よ
し
ひ
こ彦　

被
爆
前
後
に
米

軍
が
撮
影
し
た
広
島
の
空
中
写
真

の
モ
ザ
イ
ク
化

◆
直な
お

野の　

章あ
き

子こ　
「
ト
ラ
ウ
マ
」

か
ら
み
る
原
爆
体
験
―
概
念
の
系

譜
と
応
用
可
能
性
に
つ
い
て
―

◆
水み

ず
も
と本　

和か
ず

実み　

核
兵
器
の
法
的

禁
止
で
見
え
た
核
軍
縮
の
分
水
嶺

―
二
〇
一
六
年
の
核
を
め
ぐ
る
動

向
と
論
調
―

◆
吉よ

し

田だ　

幸ゆ
き
ひ
ろ弘　

広
島
平
和
記
念

資
料
館
所
蔵
「
原
爆
の
絵
」
高
画

質
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
ー
を
利
用
し

た
複
製
画
の
制
作

　

希
望
者
に
は
、
先
着
順
に
百
部

を
無
償
配
布
し
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
】

平
和
記
念
資
料
館　

学
芸
課

☎（
０
８
２
）２
４
１
・
４
０
０
４

研究発表の様子

江波町の「モデルハウス」内部

（シュモー・富
とみ

子
こ

氏寄贈、シュモーに学ぶ会寄託）
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ど
、
新
た
に
寄
贈
・
寄
託
さ
れ
た
資

料
や
収
集
し
た
資
料
を
追
加
展
示

し
、
平
成
三
十
一
年
二
月
二
十
二
日

（
金
）、
内
容
を
一
部
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

し
ま
し
た
。

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
の
内
容

（
一
）
写
真
の
追
加　
二
十
二
点

・ 

シ
ュ
モ
ー
氏
が
撮
影
し
た
鮮
明
な

カ
ラ
ー
写
真
（「
江え

ば波
ヴ
ィ
レ
ッ

ジ
」
の
全
景
図
、建
設
中
の
様
子
、

モ
デ
ル
ハ
ウ
ス
、
牛う

し

田た

町ま
ち

の
ア

パ
ー
ト
と
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
な
ど
）

・ 

元
住
人
の
方
々
か
ら
寄
贈
さ
れ
た

写
真

・ 

長
崎
に
建
て
ら
れ
た
住
宅
の
写
真

な
ど　
　

（
二
）
説
明
パ
ネ
ル
の
更
新　

　
「
江
波
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
」
の
全
体
図
、

「
モ
デ
ル
ハ
ウ
ス
」、
牛
田
町
の
ア

パ
ー
ト
と
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
の
説
明
な

ど
を
追
加

（
三
）
展
示
物
の
追
加　
五
点

　

宛
名
に
「
シ
ュ
モ
ー
住
宅
」
と
記

載
さ
れ
た
封
筒
（
複
製
）
一
点
、
建

築
図
面
（
複
製
）
四
点

シ
ュ
モ
ー
ハ
ウ
ス
（
広
島
平
和
記
念

資
料
館
附
属
展
示
施
設
）

江
波
二
本
松
一
丁
目
二
番
四
十
三
号

入
場
無
料

 

（
平
和
記
念
資
料
館　

学
芸
課
）

　

被
爆
の
実
相
を
伝
え
、
核
兵
器
廃

絶
に
向
け
た
国
際
世
論
を
醸
成
す
る

た
め
、広
島
市
と
長
崎
市
は
共
同
で
、

海
外
に
お
い
て
「
ヒ
ロ
シ
マ
・
ナ
ガ

サ
キ
原
爆
展
」を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
三
十
年
度
は
ハ
ン
ガ
リ
ー
の

首
都
ブ
ダ
ペ
ス
ト
市
、
フ
ラ
ン
ス
の

カ
ー
ン
市
、
そ
し
て
ベ
ル
ギ
ー
の

イ
ー
ペ
ル
市
に
お
い
て
、「
ヒ
ロ
シ

マ
・
ナ
ガ
サ
キ
原
爆
展
」
を
開
催
し

ま
し
た
。

　

展
示
内
容
は
、
動
員
学
徒
と
し
て

作
業
中
に
被
爆
し
、
犠
牲
と
な
っ
た

中
学
生
の
焼
け
た
水
筒
な
ど
の
遺
品

や
、
佐さ

さ

き
々
木
禎さ

だ

子こ

さ
ん
の
折
り
鶴
な

ど
、
実
物
資
料
二
十
点
の
ほ
か
、
広

島
・
長
崎
の
被
爆
の
実
相
を
説
明
し

た
パ
ネ
ル
三
十
点
な
ど
で
す
。

　

ブ
ダ
ペ
ス
ト
市
の
岩
の
病
院
・

核
の
避
難
所
博
物
館
で
は
、
平
成

二
十
九
年
前
半
に
引
き
続
い
て
同
年

十
二
月
二
十
日
か
ら
平
成
三
十
年
八

月
三
十
一
日
ま
で
開
催
し
、
市
民
や

観
光
客
な
ど
約
十
一
万
三
千
二
百
人

の
来
場
が
あ
り
ま
し
た
。

　

カ
ー
ン
市
の
カ
ー
ン
記
念
館
で

は
、
平
成
三
十
年
九
月
二
十
日
か
ら

十
月
三
十
一
日
ま
で
開
催
し
、
約

一
万
人
の
来
場
が
あ
り
ま
し
た
。

　

九
月
十
九
日
に
は
、
開
会
式
で
広

島
平
和
記
念
資
料
館
の
志し

が賀
賢け

ん

治じ

館

長
ら
が
挨
拶
を
行
っ
た
後
、
被
爆
体

験
証
言
者
の
梶か

じ
も
と本

淑よ
し

子こ

さ
ん
が
、
地

図
や
絵
な
ど
で
構
成
さ
れ
た
ス
ラ
イ

ド
資
料
を
効
果
的
に
使
用
し
て
証
言

を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
ほ
か
、
フ
ラ

ン
ス
国
内
の
二
か
所
で
も
被
爆
体
験

証
言
を
行
い
ま
し
た
。

　

第
一
次
世
界
大
戦
中
、
化
学
兵
器

が
史
上
初
め
て
本
格
使
用
さ
れ
た

イ
ー
ペ
ル
市
で
は
、
第
一
次
世
界
大

戦
終
結
か
ら
百
年
を
迎
え
る
の
に
合

わ
せ
て
、
平
成
三
十
年
十
一
月
九
日

か
ら
十
二
月
二
日
ま
で
、
イ
ー
ペ
ル

博
物
館
に
お
い
て
原
爆
展
を
開
催
し

ま
し
た
。

　

十
一
月
九
日
の
開
会
式
で
は
ヤ

ン
・
デ
ュ
ル
ネ 

イ
ー
ペ
ル
市
長
、

林は
や
し

肇
は
じ
め

駐
ベ
ル
ギ
ー
特
命
全
権
大

使
、
志
賀
館
長
ら
が
挨
拶
を
行
い
ま

し
た
。

　

ま
た
、
ベ
ル
ギ
ー
国
内
で
四
回
実

施
し
た
笠か

さ
お
か岡

貞さ
だ

江え

さ
ん
に
よ
る
被
爆

体
験
証
言
で
は
、
大
学
生
や
市
民
が

熱
心
に
証
言
に
耳
を
傾
け
、
証
言
終

了
後
に
は
、
放
射
線
の
影
響
や
被
爆

後
の
様
子
に
つ
い
て
笠
岡
さ
ん
へ
質

問
が
多
く
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

展
示
資
料
の
見
学
や
被
爆
体
験
の

聴
講
を
通
し
て
、
核
兵
器
廃
絶
や
平

和
の
尊
さ
へ
の
思
い
を
深
め
て
い
た

だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

 
（
平
和
記
念
資
料
館　

啓
発
課
）

　

平
和
記
念
資
料
館
で
は
、
海
外
に

も
広
く
被
爆
の
実
相
を
伝
え
、
核
兵

器
廃
絶
に
向
け
て
の
国
際
世
論
を
醸

成
す
る
た
め
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回

線
で
広
島
と
海
外
を
結
び
被
爆
体
験

証
言
を
行
う
、「
ウ
ェ
ブ
会
議
シ
ス

テ
ム
に
よ
る
海
外
へ
の
被
爆
体
験
証

言
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
核
兵
器
保
有
国
の
ア

メ
リ
カ
を
含
む
四
か
国
九
都
市
に
対

し
て
、
十
回
実
施
し
ま
し
た
（
平
成

三
十
一
年
三
月
一
日
現
在
）。
聴
講

者
か
ら
は
、「
一
人
一
人
の
被
爆
者

の
個
人
的
な
体
験
に
目
を
向
け
る
こ

ハ
ン
ガ
リ
ー
等
で
の

ヒ
ロ
シ
マ
・
ナ
ガ
サ
キ

原
爆
展
の
開
催

ウ
ェ
ブ
会
議
シ
ス
テ
ム

に
よ
る
海
外
へ
の
被
爆

体
験
証
言

～
被
爆
の
実
相
を
世
界
に 

～

フランス・カーン市で被爆体験証言を行う梶本さん

ベルギー・イーペル市で被爆体験証言を行う笠岡さん

川
かわさき

崎宏
ひろあき

明さんによる海外への被爆体験証言
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と
が
で
き
た
」、「
過
ち
を
二
度
と
繰

り
返
さ
な
い
た
め
に
今
日
の
話
を
伝

え
た
い
」
と
い
っ
た
感
想
や
思
い
が

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

新
規
で
実
施
依
頼
の
あ
っ
た
団
体

の
ほ
か
、
毎
年
実
施
依
頼
の
あ
る
団

体
も
あ
り
、
こ
の
活
動
は
少
し
ず
つ

広
が
り
、
ま
た
継
続
的
な
も
の
に

な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

当
館
は
今
後
も
、
ウ
ェ
ブ
会
議
シ

ス
テ
ム
な
ど
様
々
な
ツ
ー
ル
・
媒
体

を
活
用
し
て
、
国
内
外
へ
被
爆
の
実

相
を
伝
え
て
い
き
ま
す
。

 

（
平
和
記
念
資
料
館　

啓
発
課
）

　

広
島
市
で
は
、
長
崎
市
と
共
同

で
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
、

ウ
ィ
ー
ン
の
国
連
施
設
に
、
被
爆
資

料
や
写
真
パ
ネ
ル
な
ど
で
構
成
す
る

常
設
の
原
爆
展
を
開
設
し
て
お
り
、

日
々
、
各
国
政
府
の
指
導
者
を
は
じ

め
、
世
界
中
か
ら
多
く
の
見
学
者
が

訪
れ
て
い
ま
す
。

　

原
爆
展
を
通
し
て
、
よ
り
効
果
的

に
被
爆
の
実
相
を
伝
え
る
た
め
に

は
、
案
内
役
の
ガ
イ
ド
や
ガ
イ
ド
ツ

ア
ー
担
当
職
員
に
被
爆
の
実
相
を
共

有
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
不
可
欠
で

す
。
こ
の
た
め
、
平
和
記
念
資
料
館

で
は
、
国
連
三
施
設
の
見
学
ツ
ア
ー

ガ
イ
ド
を
広
島
に
招
へ
い
し
、
被
爆

の
実
相
を
理
解
す
る
た
め
の
「
国
連

見
学
ツ
ア
ー
ガ
イ
ド
の
ヒ
ロ
シ
マ
研

修
」
事
業
を
平
成
二
十
九
年
度
に
開

始
し
ま
し
た
。
二
回
目
と
な
る
三
十

年
度
は
、
ガ
イ
ド
六
人
を
対
象
に
、

昨
年
十
二
月
一
日
か
ら
五
日
ま
で
の

五
日
間
、
実
施
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
研
修
は
、
初
開
催
で
あ
っ

た
昨
年
度
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
内
容
を
大

き
く
見
直
し
、
広
島
の
地
で
し
か
出

来
な
い
体
験
や
、被
爆
体
験
証
言
者
、

ヒ
ロ
シ
マ 

ピ
ー
ス 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
の
交
流
を
通
し
た
知
識
、
技
術
の

会
得
に
重
点
を
置
き
ま
し
た
。
内
容

は
、
講
義
の
受
講
の
ほ
か
、
平
和
記

念
資
料
館
の
見
学
、
慰
霊
碑
や
被
爆

遺
構
め
ぐ
り
、
被
爆
体
験
講
話
の
聴

講
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
の
交
流
会
、

市
内
見
学
な
ど
で
す
。

　

受
講
者
か
ら
は
、「
実
践
的
な
内

容
が
多
く
、
ツ
ア
ー
参
加
者
を
ガ
イ

ド
す
る
と
い
う
自
身
の
実
務
に
直
結

す
る
学
習
が
で
き
た
」
と
の
感
想
が

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
複
数
の

受
講
者
か
ら
、「
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
中

で
被
爆
体
験
講
話
の
聴
講
が
最
も
印

象
に
残
っ
た
」と
の
声
が
出
ま
し
た
。

被
爆
者
か
ら
直
接
話
を
聴
く
機
会
が

今
後
ま
す
ま
す
減
少
し
、
い
ず
れ
は

聴
く
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
と
い
う

緊
張
感
と
切
迫
感
を
持
っ
て
聴
講
に

臨
み
、
講
話
後
も
積
極
的
に
質
問
す

る
様
子
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
後
も
こ
の
事
業
を
軸
に
、
国
連

各
施
設
に
お
け
る
原
爆
被
害
に
関
す

る
展
示
の
充
実
や
、
各
施
設
で
行
わ

れ
る
ツ
ア
ー
で
の
被
爆
・
核
兵
器
廃

絶
に
関
す
る
解
説
内
容
の
拡
充
を
図

り
、
国
際
社
会
で
の
「
ヒ
ロ
シ
マ
の

心
」
の
発
信
力
の
強
化
に
努
め
て
い

き
ま
す
。
ま
た
、
国
連
と
の
協
力
関

係
を
強
化
・
拡
大
し
、
国
連
施
設
で

の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
、
共
同
事
業
の
実

施
に
つ
い
て
も
視
野
に
入
れ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

 

（
平
和
記
念
資
料
館　

啓
発
課
）

大お
お

田た

孝た
か
よ
し由

さ
ん
（
平
成
二
十
七
年
度

か
ら
活
動
）

　

私
は
一
九
四
七
年
に
広
島
市
で
生

ま
れ
、
五
歳
の
時
に
大
阪
へ
引
っ
越

し
ま
し
た
。
広
島
で
被
爆
し
た
母

は
、
見
知
ら
ぬ
土
地
で
、
健
康
不
安

を
抱
え
な
が
ら
も
、
困
窮
し
て
い
た

家
計
を
助
け
る
た
め
に
働
い
て
い
ま

し
た
。
幼
か
っ
た
私
に
も
、
そ
の
苦

労
は
分
か
り
ま
し
た
。
母
が
亡
く

な
っ
た
後
、
あ
ら
た
め
て
自
分
の
人

生
を
振
り
返
っ
た
時
、
母
に
対
し
て

何
一
つ
親
孝
行
ら
し
い
こ
と
が
で
き

な
か
っ
た
こ
と
に
悔
い
が
残
り
ま
し

た
。
そ
ん
な
折
に
広
島
市
の
被
爆
体

験
伝
承
者
の
募
集
を
知
り
、
早
速
応

募
し
ま
し
た
。
私
が
母
に
対
し
て
で

き
る
最
大
の
親
孝
行
は
被
爆
体
験
を

伝
承
す
る
こ
と
だ
と
思
っ
た
か
ら
で

す
。

　

偶
然
で
す
が
、
私
は
自
分
と
同
じ

町
の
出
身
で
あ
る
梶か

じ
も
と本
淑よ

し

子こ

さ
ん
の

被
爆
体
験
を
伝
承
し
て
い
ま
す
。
講

話
で
は
話
の
内
容
を
五
つ
の
部
分
に

分
け
、
太
平
洋
戦
争
の
初
期
・
食
糧

難
・
集
団
疎
開
・
原
爆
投
下
に
よ
る

被
害
の
実
相
・
梶
本
さ
ん
の
被
爆
体

験
に
つ
い
て
話
を
し
ま
す
。

被
爆
体
験
伝
承
者
か
ら

「
国
連
見
学
ツ
ア
ー

ガ
イ
ド
の
ヒ
ロ
シ
マ

研
修
」
を
実
施

―
ヒ
ロ
シ
マ
の
心
を
世
界
へ
―

被爆体験講話の聴講

袋
ふくろ

町
まち

小学校平和資料館の見学

ボランティアによる慰霊碑解説
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梶
本
さ
ん
は
女
学
生
だ
っ
た
十
四

歳
の
時
、
学
徒
動
員
で
働
い
て
い
た

工
場
で
、
作
業
中
に
被
爆
し
ま
し

た
。
自
身
も
怪
我
を
し
ま
し
た
が
、

よ
り
ひ
ど
い
怪
我
を
し
た
友
人
た
ち

を
助
け
、
担
架
で
運
び
ま
し
た
。
講

話
で
は
、
逃
げ
て
い
く
途
中
で
梶
本

さ
ん
が
見
た
惨
状
を
詳
し
く
語
り
ま

す
。
ま
た
、
梶
本
さ
ん
の
お
父
さ
ん

が
、
自
ら
の
二
次
被
害
を
顧
み
ず
娘

を
探
し
に
市
内
へ
入
り
、
奇
跡
の
よ

う
な
再
会
を
果
た
す
こ
と
や
、
被
爆

後
の
療
養
の
様
子
に
つ
い
て
も
語
り

ま
す
。
そ
し
て
、
被
爆
者
と
し
て
の

体
験
に
基
づ
く
梶
本
さ
ん
の
平
和
に

対
す
る
想
い
を
、
次
世
代
の
人
に
分

か
り
や
す
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
て
伝

え
ま
す
。

　

講
話
の
内
容
が
小
学
生
か
ら
大
人

向
け
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
幼

児
向
け
の
紙
芝
居
的
な
も
の
が
あ
れ

ば
良
い
な
と
感
じ
て
い
ま
す
。
多
く

の
皆
さ
ん
か
ら
「
聴
い
て
良
か
っ

た
」、「
あ
ら
た
め
て
戦
争
の
怖
さ
が

分
か
っ
た
」、「
二
度
と
戦
争
を
し
て

は
い
け
な
い
と
思
っ
た
」
と
い
う
感

想
を
い
た
だ
き
、
い
ろ
ん
な
機
会
を

と
ら
え
て
、
多
く
の
世
代
を
対
象
に

講
話
を
す
る
こ
と
の
必
要
性
を
感
じ

ま
す
。

　

講
話
を
実
施
し
た
幼
児
か
ら
大
人

ま
で
、
皆
さ
ん
熱
心
に
聴
い
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
ビ
デ
オ
や
映
画
を
見

る
の
と
は
違
い
、
語
る
表
情
や
言
葉

の
間
な
ど
を
細
か
い
点
ま
で
感
じ
て

い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
が
良
く
分
か

り
ま
し
た
。

　

講
話
は
何
回
や
っ
て
も
慣
れ
る
と

い
う
事
は
あ
り
ま
せ
ん
。
い
つ
も
緊

張
し
ま
す
。
伝
承
者
と
し
て
、「
な

ぜ
語
る
の
か
」、「
何
を
伝
え
た
い
の

か
」
を
常
に
自
問
自
答
し
な
が
ら

日
々
活
動
し
て
い
ま
す
。

大お
お
な
か中
伸し

ん
い
ち一
さ
ん
（
平
成
二
十
七
年
度

か
ら
活
動
）

　

私
は
以
前
か
ら
広
島
県
原
爆
被
害

者
団
体
協
議
会
の
ガ
イ
ド
と
し
て
平

和
記
念
公
園
で
「
碑
め
ぐ
り
」
を
通

じ
て
被
爆
の
実
相
を
子
ど
も
た
ち
に

伝
え
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
公
園

で
の
案
内
で
は
、
多
い
時
で
も
一
ク

ラ
ス
。
も
っ
と
多
く
の
子
ど
も
た
ち

に
一
度
に
伝
え
る
た
め
に
、
被
爆
体

験
伝
承
者
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

被
爆
者
が
高
齢
化
し
、
被
爆
の
実
相

を
次
の
世
代
に
伝
え
る
必
要
が
あ
る

と
感
じ
て
い
た
こ
と
も
理
由
の
一
つ

で
す
。

　

私
は
新あ

ら

井い

俊
し
ゅ
ん

一い
ち

郎ろ
う

さ
ん
の
被
爆

体
験
を
伝
承
し
て
い
ま
す
。
新
井
さ

ん
は
当
時
の
時
代
背
景
を
分
か
り
や

す
く
話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
直

接
被
爆
で
は
な
く
、
後
か
ら
広
島
市

内
に
入
っ
て
被
爆
し
た
入
市
被
爆
者

で
、体
に
は
外
傷
が
な
く
、「
客
観
的
」

に
被
爆
体
験
を
話
さ
れ
ま
す
。
私
の

父
も
入
市
被
爆
者
で
、
新
井
さ
ん
と

同
じ
よ
う
な
体
験
を
し
て
い
ま
す
。

　

新
井
さ
ん
は
、
本
来
な
ら
、
広
島

市
内
で
「
建
物
疎
開
作
業
」
に
動
員

さ
れ
て
亡
く
な
っ
て
い
た
か
も
し
れ

な
い
中
学
生
で
す
。
新
井
さ
ん
が

通
っ
て
い
た
学
校
だ
け
が
、
爆
心
地

か
ら
約
二
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
離
れ
た

東
広
島
市
に
疎
開
中
だ
っ
た
た
め
、

直
接
被
爆
を
ま
ぬ
が
れ
ま
し
た
。
し

か
し
、
八
月
六
日
、
母
校
に
報
告
書

を
届
け
る
た
め
広
島
市
に
入
り
、「
運

命
的
な
」被
爆
を
体
験
さ
れ
ま
し
た
。

　

私
の
講
話
で
は
、
新
井
さ
ん
の
疎

開
先
で
の
生
活
や
被
爆
時
の
体
験
、

広
島
市
内
に
入
っ
て
か
ら
の
行
動
、

そ
し
て
何
よ
り
も
、
被
爆
体
験
か
ら

来
る
「
仲
間
が
原
子
爆
弾
に
よ
っ
て

殺
さ
れ
た
。
原
爆
と
戦
争
は
絶
対
に

い
や
だ
」
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
、

現
在
の
世
代
に
伝
え
て
い
ま
す
。

　

講
話
で
は
、
で
き
る
だ
け
分
か
り

や
す
く
話
を
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
に
、
な
ぜ
広
島
に
原

爆
が
落
と
さ
れ
た
の
か
と
い
う
こ
と

や
、
原
爆
の
熱
線
、
爆
風
、
放
射
線

に
よ
る
被
害
の
実
相
の
話
を
し
て
か

ら
、
新
井
さ
ん
の
体
験
を
話
し
て
い

ま
す
。
特
に
、
放
射
線
が
人
体
に
ど

の
よ
う
に
作
用
す
る
の
か
を
話
し
て

お
か
な
い
と
、
後
か
ら
市
内
に
入
っ

た
人
や
、
市
内
に
入
っ
て
い
な
く
て

も
救
護
作
業
や
死
体
処
理
作
業
を
し

た
人
々
の
被
爆
の
実
相
は
、
理
解
が

難
し
い
か
ら
で
す
。

　

一
時
間
の
講
話
の
う
ち
約
四
十
五

分
間
は
「
聞
く
方
に
と
っ
て
は
と
て

も
長
く
、
話
す
者
に
は
と
て
も
短
い

時
間
だ
」
と
、
話
す
側
に
立
っ
て
み

て
、
初
め
て
感
じ
て
い
ま
す
。
ス
ラ

イ
ド
資
料
を
見
せ
な
が
ら
解
説
し
、

来
場
者
の
視
覚
と
聴
覚
に
訴
え
て
い

ま
す
。「
分
か
り
や
す
か
っ
た
」、「
よ

く
分
か
っ
た
」
と
い
う
感
想
を
聞
く

と
、
と
て
も
安
心
し
ま
す
が
、
無
反

応
の
場
合
も
あ
り
ま
す
。
毎
回
、
毎

回
が
反
省
の
連
続
で
す
。

　

核
兵
器
の
恐
ろ
し
さ
は
、
ま
だ
ま

だ
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。
で
き
る
だ

け
多
く
の
方
々
に
被
爆
の
実
相
を
伝

え
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
で
き
れ

ば
全
県
で
講
話
を
行
い
た
い
で
す
。

核
兵
器
を
な
く
す
た
め
、
戦
争
の
防

止
や
核
兵
器
禁
止
条
約
の
展
望
に
つ

い
て
も
語
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
核
兵
器
禁
止
条
約
の
理
念
が
書

か
れ
た
「
前
文
」
に
は
、
現
在
お
よ

び
将
来
の
世
代
の
た
め
、
平
和
・
軍

縮
教
育
の
重
要
性
が
盛
り
込
ま
れ
ま

し
た
。
伝
承
活
動
が
平
和
教
育
の
一

環
と
し
て
重
要
だ
と
い
う
点
を
肝
に

銘
じ
、
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

大田さんの講話の様子

伝承講話を行う大中さん
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広
島
市
は
海
外
の
六
つ
の
姉
妹
・

友
好
都
市
ご
と
に
「
姉
妹
・
友
好
都

市
の
日
」
を
定
め
て
、
記
念
イ
ベ
ン

ト
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
二
〇
〇
三

年
か
ら
は
、
こ
の
事
業
を
本
財
団
が

市
か
ら
受
託
し
て
実
施
し
て
い
ま

す
。
各
イ
ベ
ン
ト
の
進
行
役
は
、
広

島
市
が
市
民
に
委
嘱
し
た
ヒ
ロ
シ

マ
・
メ
ッ
セ
ン
ジ
ャ
ー
が
務
め
て
い

ま
す
。

重じ
ゅ
う

慶け
い

の
日

　

昨
年
十
月
二
十
日
（
土
）、
広
島

市
留
学
生
会
館
に
て
記
念
イ
ベ
ン
ト

を
開
催
し
ま
し
た
。
主
催
―
平
成

三
十
年
度
重
慶
の
日
実
行
委
員
会

（
日
本
中
国
友
好
協
会
広
島
支
部
や

本
財
団
な
ど
六
団
体
で
構
成
）

　

重
慶
市
か
ら
贈
ら
れ
た
菊
の
展
示

が
来
場
者
を
出
迎
え
、
そ
の
後
、
来

場
者
は
中
華
菓
子
の
月げ

っ

餅ぺ
い

と
麻マ

ー

花フ
ァ
ー、

ウ
ー
ロ
ン
茶
を
味
わ
い
ま
し
た
。

　

開
会
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、
実
行
委

員
長
、
広
島
市
長
が
挨
拶
し
、
重
慶

市
長
か
ら
届
い
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
披

露
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
ヒ
ロ
シ
マ
・
メ
ッ
セ
ン

ジ
ャ
ー
の
李り

汶ぶ
ん

霖り
ん

さ
ん
と
常

じ
ょ
う

虹こ
う

さ
ん

が
重
慶
市
の
街
の
様
子
や
食
文
化
等

に
つ
い
て
写
真
を
使
っ
て
分
か
り
や

す
く
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
重
慶
市

に
関
す
る
ク
イ
ズ
や
中
国
語
の
ミ
ニ

講
座
を
行
い
、
会
場
を
大
い
に
盛
り

上
げ
ま
し
た
。

　

記
念
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
日
本
中
国

友
好
協
会
広
島
支
部
の
皆
さ
ん
に
よ

る
太た

い

極
き
ょ
く

拳け
ん

が
披
露
さ
れ
、
来
場
者

も
一
緒
に
優
雅
で
ゆ
っ
た
り
と
し
た

太
極
拳
の
動
き
を
体
験
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
プ
ロ
の
中
国
琵び

琶わ

奏
者
で

あ
る
テ
ィ
ン
テ
ィ
ン
さ
ん
に
よ
る
中

国
琵
琶
の
演
奏
が
披
露
さ
れ
、
普
段

耳
に
す
る
機
会
の
少
な
い
音
色
に
来

場
者
は
、「
素
晴
ら
し
い
演
奏
に
感

動
し
た
」、「
音
色
に
癒
さ
れ
ま
し
た
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。
イ
ベ
ン
ト
の

最
後
に
は
、
重
慶
市
等
か
ら
頂
い
た

中
国
関
連
グ
ッ
ズ
の
抽
選
会
を
行
い

ま
し
た
。

　

約
二
百
人
の
来
場
者
は
、
様
々
な

体
験
を
通
し
て
、
楽
し
み
な
が
ら
重

慶
市
や
中
国
へ
の
理
解
を
深
め
て
い

ま
し
た
。

ホ
ノ
ル
ル
の
日

　

昨
年
十
一
月
三
日
（
土
・
祝
）、

広
島
駅
南
口
地
下
イ
ベ
ン
ト
広
場
で

記
念
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
し
た
。

主
催
―
平
成
三
十
年
度
ホ
ノ
ル
ル
の

日
実
行
委
員
会
（
広
島
日
米
協
会
や

本
財
団
な
ど
八
団
体
で
構
成
）

　

ま
ず
、
来
場
者
を
フ
レ
ー
バ
ー

コ
ー
ヒ
ー
と
フ
ル
ー
ツ
ジ
ュ
ー
ス
で

お
迎
え
し
ま
し
た
。

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
は
、
古
典
的
な
フ

ラ
「
カ
ヒ
コ
」
で
始
ま
り
、そ
の
後
、

実
行
委
員
長
、
広
島
市
副
市
長
、
ビ

デ
オ
に
よ
る
ホ
ノ
ル
ル
市
長
の
挨
拶

が
あ
り
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
ヒ
ロ
シ
マ
・
メ
ッ
セ
ン

ジ
ャ
ー
の
畑は

た

井い

淳
じ
ゅ
ん

一い
ち

さ
ん
と
栗く

り

栖す

雅ま
さ

子こ

さ
ん
が
、
会
場
の
大
型
画
面
に

写
真
を
映
し
な
が
ら
、
ダ
イ
ヤ
モ
ン

ド
ヘ
ッ
ド
な
ど
の
ホ
ノ
ル
ル
市
の
観

光
名
所
や
日
系
移
民
の
歴
史
を
紹
介

し
ま
し
た
。

　

次
に
、
ハ
ワ
イ
ア
ン
バ
ン
ド
と
フ

ラ
の
ス
テ
ー
ジ
が
行
わ
れ
、
本
格
的

な
演
奏
と
華
や
か
な
フ
ラ
の
演
舞
に

よ
り
、
会
場
は
ハ
ワ
イ
の
南
国
ム
ー

ド
に
包
ま
れ
ま
し
た
。
最
後
に
は
、

来
場
者
も
一
緒
に
全
員
で
「
愛
す
る

ハ
ワ
イ
」
を
合
唱
し
、
ハ
ワ
イ
の
雰

囲
気
を
体
感
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

会
場
内
で
は
、
ハ
ワ
イ
ア
ン
グ
ッ

ズ
の
展
示
販
売
や
リ
ボ
ン
レ
イ
の
制

作
体
験
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
永
年
に
わ
た
り
日
米
民
間

交
流
に
貢
献
し
た
人
を
た
た
え
る
、

日
米
協
会
「
金か

ね

子こ

堅け
ん

太た

郎ろ
う

賞
」
を
受

賞
さ
れ
た
葉は

さ

い
佐
井
博ひ

ろ

巳み

さ
ん
の
紹
介

コ
ー
ナ
ー
で
は
、
授
賞
式
の
様
子
や

広
島
六
大
学
と
ハ
ワ
イ
大
学
野
球

チ
ー
ム
と
の
交
流
の
様
子
を
展
示

し
、
葉
佐
井
さ
ん
の
永
年
の
功
績
を

紹
介
し
ま
し
た
。

　

約
六
百
人
の
市
民
が
、
ホ
ノ
ル
ル

市
に
つ
い
て
、
楽
し
み
な
が
ら
理
解

を
深
め
て
い
ま
し
た
。

　
（
葉
佐
井
博
巳
さ
ん
は
平
成

三
十
一
年
一
月
二
十
六
日
に
亡
く
な

ら
れ
ま
し
た
。
八
十
七
歳
。
故
人
の

ご
功
績
を
偲し

の

び
、
心
か
ら
ご
冥
福
を

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
）

 

（
国
際
交
流
・
協
力
課
）

「
姉
妹
・
友
好
都
市
の
日
」
記
念
イ
ベ
ン
ト

市
民
が
海
外

文
化
を
堪
能

ティンティンさんによる中国琵琶の演奏

華やかなフラのステージ

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
地
震
被
災

者
救
援
市
民
募
金
の
実
施

　

昨
年
九
月
二
十
八
日
、
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
の
ス
ラ
ウ
ェ
シ
島
中
部
を

震
源
と
し
て
発
生
し
た
マ
グ
ニ

チ
ュ
ー
ド
七
・
八
の
地
震
と
、
こ
れ

に
伴
う
津
波
に
よ
り
、
死
者
、
行
方

不
明
者
は
約
七
千
人
に
及
び
、
ま

た
、
多
く
の
被
災
者
が
出
ま
し
た
。

　

広
島
市
と
本
財
団
は
、
そ
の
被

害
の
甚
大
さ
を
考
慮
し
て
、人
道
的

見
地
か
ら
、
被
災
者
救
援
の
た
め

の
募
金
活
動
を
昨
年
十
月
二
十
五

日
か
ら
十
一
月
二
十
八
日
ま
で
実

施
し
ま
し
た
。
こ
の
呼
び
か
け
に

対
し
、
多
数
の
市
民
、
団
体
等
か
ら

温
か
い
募
金
が
寄
せ
ら
れ
、
募
金

総
額
は
六
十
六
万
三
千
四
百
九
十

円
に
達
し
ま
し
た
。

　

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
募
金
は
、

十
二
月
五
日
に
日
本
赤
十
字
社
へ

送
金
し
ま
し
た
。

 

（
国
際
交
流
・
協
力
課
）
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平
成
三
十
年
十
一
月
十
八
日

（
日
）、
広
島
国
際
会
議
場
、
平
和
大

通
り
緑
地
帯
な
ど
を
会
場
に
開
催
さ

れ
た
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
十
九
回
目

を
迎
え
ま
し
た
。

　

広
島
市
や
近
郊
で
国
際
交
流
・
協

力
活
動
を
し
て
い
る
市
民
団
体
や
企

業
七
十
団
体
が
、
異
文
化
理
解
や
地

球
環
境
、
多
文
化
共
生
、
日
本
文
化

体
験
な
ど
三
十
八
の
多
彩
な
事
業
を

催
し
、
延
べ
約
一
万
二
千
八
百
人
が

来
場
し
ま
し
た
。（
主
催
―
本
財
団
。

共
催
―
独
立
行
政
法
人
国
際
協
力
機

構
中
国
セ
ン
タ
ー
、
公
益
財
団
法
人

ひ
ろ
し
ま
国
際
セ
ン
タ
ー
、広
島
市
）

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
で

は
、
安
田
女
子
大
学
文
学
部
書
道
学

科
の
学
生
に
よ
る
書
道
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
設

け
ら
れ
た
国
際
フ
ェ
ス
タ
の
キ
ャ
ッ

チ
コ
ピ
ー
「
ひ
ら
こ
う
世
界
の
と
び

ら
」
を
力
強
く
書
き
上
げ
、
完
成
し

た
作
品
に
来
場
者
か
ら
大
き
な
拍
手

が
起
こ
り
ま
し
た
。

ト
ー
ク
シ
ョ
ー
「
セ
ル
ジ
オ
越
後
さ

ん
が
語
る
、
ブ
ラ
ジ
ル
日
系
人
の
こ

と
、
サ
ッ
カ
ー
の
こ
と
」

　

ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
に
、
辛
口
で

あ
り
な
が
ら
ユ
ー
モ
ア
の
あ
る
サ
ッ

カ
ー
評
論
家
、
セ
ル
ジ
オ
越え

ち

後ご

さ
ん

を
お
招
き
し
、
ブ
ラ
ジ
ル
日
系
社
会

の
こ
と
や
、
日
本
と
ブ
ラ
ジ
ル
の
文

化
や
暮
ら
し
の
違
い
、
ス
ポ
ー
ツ
を

通
じ
た
国
際
交
流
な
ど
に
つ
い
て

語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

来
場
者
は
、
セ
ル
ジ
オ
さ
ん
の

ユ
ー
モ
ア
あ
ふ
れ
る
ト
ー
ク
に
時
折

笑
い
声
を
上
げ
な
が
ら
、
普
段
聞
け

な
い
話
に
耳
を
傾
け
、
最
後
ま
で
聞

き
入
っ
て
い
ま
し
た
。
来
場
者
か
ら

は
、「
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
た
文
化
交

流
、
国
際
貢
献
の
重
要
性
や
、
ブ
ラ

ジ
ル
文
化
に
つ
い
て
も
知
る
こ
と
が

で
き
た
」、「
セ
ル
ジ
オ
さ
ん
の
日
本

へ
の
深
い
愛
情
を
感
じ
た
」
と
い
っ

た
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

国
際
交
流
・
協
力
活
動
の
紹
介

　

市
民
団
体
等
活
動
紹
介
コ
ー
ナ
ー

で
は
二
十
一
団
体
が
活
動
の
紹
介

ブ
ー
ス
を
設
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
際

交
流･

協
力
活
動
に
つ
い
て
紹
介
し

ま
し
た
。
市
民
団
体
の
ほ
か
に
も
、

公
的
団
体
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
団
体
、
大
学
生
、

企
業
な
ど
が
ブ
ー
ス
を
設
け
、
来
場

者
は
支
援
相
手
国
の
現
況
を
聞
い
た

り
、
民
族
衣
装
の
試
着
や
人
力
で
の

水
汲く

み
体
験
を
す
る
な
ど
、
楽
し
く

交
流
し
ま
し
た
。
ま
た
、
青
少
年
や

大
学
生
な
ど
に
よ
る
国
際
交
流
・
協

力
活
動
の
発
表
や
報
告
会
、
外
国
語

の
お
は
な
し
会
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

外
国
文
化
・
日
本
文
化
の
紹
介
と
体

験
　

外
国
文
化
の
体
験
で
は
、
ス
コ
ッ

ト
ラ
ン
ド
に
伝
わ
る
キ
ル
ト
の
デ
ザ

イ
ン
作
り
、
ケ
ル
ト
結
び
体
験
、
中

国
の
切
り
絵
体
験
、
中
国
結
び
（
中

国
式
組
み
紐ひ

も

）
体
験
コ
ー
ナ
ー
を
催

し
、
日
本
伝
統
文
化
の
体
験
で
は
、

着
物
の
着
付
け
、
茶
道
、
い
け
ば
な
、

書
道
な
ど
の
コ
ー
ナ
ー
を
催
し
ま
し

た
。
外
国
人
も
日
本
人
も
、
各
国
に

伝
わ
る
文
化
を
興
味
深
く
体
験
し
て

い
ま
し
た
。

世
界
の
料
理
と
民
芸
品
バ
ザ
ー

　

国
際
会
議
場
南
側
の
平
和
大
通
り

緑
地
帯
で
は
、「
ひ
ろ
し
ま
国
際
村 

世
界
の
屋
台
」
と
称
し
、
十
八
団
体

が
世
界
の
様
々
な
料
理
を
販
売
し
ま

し
た
。
ま
た
、「
国
際
協
力
バ
ザ
ー
」

会
場
に
は
十
二
団
体
が
参
加
し
、
各

国
の
民
芸
品
な
ど
を
販
売
し
ま
し

た
。

　

こ
の
ほ
か
、
広
島
市
の
姉
妹
都
市

ハ
ノ
ー
バ
ー
市
が
推
進
す
る
、
世
界

の
五
十
都
市
の
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
に
残

る
軌
跡
を
記
録
し
た
写
真
展
「
50
の

都
市
―
50
の
軌
跡
」、
留
学
生
の
発

表
会
、
大
人
か
ら
子
ど
も
ま
で
異
文

化
体
験
を
楽
し
め
る
地
球
ひ
ろ
ば
、

ク
ラ
フ
ト
体
験
を
し
な
が
ら
広
島
市

の
姉
妹
・
友
好
都
市
に
つ
い
て
学
べ

国
際
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
８

～
ひ
ら
こ
う
世
界
の
と
び
ら 

 
で
あ
お
う
世
界
の
な
か
ま
～

「
姉
妹・友
好
都
市
の
日
」

記
念
イ
ベ
ン
ト
で
活
躍

二
〇
一
九
年　
　

ヒ
ロ
シ
マ
・
メ
ッ

セ
ン
ジ
ャ
ー
決
定

　

広
島
市
は
、
海
外
の
六
つ
の
姉

妹
・
友
好
都
市
ご
と
に
「
姉
妹
・

友
好
都
市
の
日
」
を
定
め
、
各
都

市
と
の
交
流
の
拡
大
と
友
好
親

善
の
促
進
を
図
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
都
市
ご
と
に
各
二
人
、
計

十
二
人
に
「
ヒ
ロ
シ
マ･

メ
ッ
セ

ン
ジ
ャ
ー
」
を
委
嘱
し
て
い
ま
す
。

メ
ッ
セ
ン
ジ
ャ
ー
は
「
姉
妹
・
友

好
都
市
の
日
」
記
念
イ
ベ
ン
ト
の

企
画
・
立
案
へ
の
参
画
、
司
会
進

行
を
行
う
な
ど
、
姉
妹
・
友
好
都

市
に
つ
い
て
市
民
の
理
解
を
深
め

る
活
動
に
携
わ
り
ま
す
。

 

（
国
際
交
流
・
協
力
課
）

2019 年ヒロシマ・メッセンジャー
【活動依頼期間　本年１月１日～ 12 月 31 日】

ホノルル市 森脇　透
（もりわき　とおる）　

木村　留美
（きむら　るみ）

ボルゴグラード市 クロット　アンドレイ クロット　奈未
（くろっと　なみ）

ハノーバー市 秋丸　直人
（あきまる　なおと）

加藤　アグネス
（かとう　あぐねす）

重慶市 羅　明涵
（ら　めいかん）

劉　丹
（りゅう　たん）

大邱広域市 谷川　穂乃果
（たにかわ ほのか）

長本　美緒
（ながもと　みお）

モントリオール市 山本　主税
（やまもと　ちから）

飯村　徳穂
（いいむら　とくほ）

書道パフォーマンス

屋外ステージ
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る
コ
ー
ナ
ー
、
世
界
の
舞
踏
や
音
楽

を
披
露
す
る
屋
外
ス
テ
ー
ジ
、
世
界

の
コ
イ
ン
を
寄
贈
し
開
発
途
上
国

の
子
ど
も
た
ち
を
支
援
す
る
コ
ー

ナ
ー
、
イ
ベ
ン
ト
会
場
を
回
っ
て
ク

イ
ズ
に
答
え
る
と
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
も

ら
え
る
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー
な
ど
が
あ

り
、
各
会
場
は
大
い
に
賑に

ぎ

わ
い
、
参

加
者
は
国
際
交
流
・
協
力
に
つ
い
て

理
解
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
の
イ
ベ
ン
ト
に
は
、
多

く
の
市
民
や
留
学
生
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
参
加
し
、
一
緒

に
盛
り
上
げ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
外
国
人
も
日
本
人
も
、

世
界
各
国
の
文
化
に
触
れ
る
一
日
と

な
り
ま
し
た
。

 

（
国
際
交
流
・
協
力
課
）

　

一
月
二
十
七
日
、
広
島
国
際
会
議

場
国
際
交
流
ラ
ウ
ン
ジ
を
会
場
に
、

（
独
）
国
際
協
力
機
構
（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）

中
国
と
の
共
催
で
、
平
成
三
十
年
度

第
三
回
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
サ
ロ
ン
「
余
熱
の

会
～
シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

＠
タ
イ
～
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
講
師
は
、
二
〇
一
六
年
か

ら
二
年
半
、
タ
イ
の
バ
ン
コ
ク
に
あ

る
泰た

い

日に
ち

工
業
大
学
工
学
部
に
赴
任
し

た
二に

井い

だ田
弘ひ

ろ

男お

さ
ん
で
す
。

　

泰
日
工
業
大
学
は
、
タ
イ
か
ら
日

本
へ
の
元
留
学
生
が
二
〇
〇
七
年
に

設
立
し
た
大
学
で
、
日
本
型
の
も
の

づ
く
り
教
育
を
導
入
し
て
い
ま
す
。

学
生
全
員
に
日
本
語
教
育
を
行
い
、

多
く
の
卒
業
生
が
日
系
企
業
に
就
職

し
て
い
ま
す
。
こ
の
大
学
で
二
井
田

さ
ん
は
、
自
身
の
自
動
車
メ
ー
カ
ー

で
の
勤
務
経
験
を
生
か
し
、「
工
作

機
械
」
と
い
う
職
種
で
、「
も
の
づ

く
り
教
育
」
コ
ー
ス
の
設
置
と
発
展

を
目
指
し
て
活
動
さ
れ
ま
し
た
。

　

二
井
田
さ
ん
か
ら
、
写
真
を
交
え

な
が
ら
授
業
風
景
や
キ
ャ
ン
パ
ス
内

の
様
子
な
ど
を
説
明
し
て
い
た
だ

き
、
学
生
た
ち
が
生
き
生
き
と
学
ぶ

姿
は
と
て
も
印
象
的
で
し
た
。

　

ま
た
、
タ
イ
の
魅
力
に
つ
い
て
も

話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
一
番
の

魅
力
は
や
は
り
タ
イ
の
人
々
の
人
柄

で
、
仏
教
の
「
タ
ン
ブ
ン
」（
徳
を

積
む
）
の
教
え
を
大
切
に
し
、
明
る

く
、
温
厚
な
人
が
多
い
そ
う
で
す
。

五
つ
の
世
界
遺
産
を
有
し
、
豊
か
な

自
然
に
も
恵
ま
れ
た
タ
イ
の
魅
力
に

つ
い
て
、
実
際
に
二
井
田
さ
ん
が
訪

れ
た
時
の
写
真
を
見
な
が
ら
伺
い
ま

し
た
。
普
段
あ
ま
り
見
る
機
会
が
な

い
タ
イ
の
地
方
都
市
の
風
景
は
、
興

味
深
い
も
の
で
し
た
。

　

そ
し
て
、
も
う
一
つ
外
せ
な
い
魅

力
が
食
文
化
で
す
。
日
本
で
お
な
じ

み
の
タ
イ
料
理
は
言
う
ま
で
も
な

く
、
果
物
や
お
菓
子
な
ど
、
と
に
か

く
美
味
し
い
も
の
が
多
か
っ
た
そ
う

で
す
。

　

タ
イ
は
日
本
で
も
よ
く
知
ら
れ
た

国
で
す
が
、
今
回
、
二
井
田
さ
ん
の

お
話
し
を
通
し
て
、
新
た
な
タ
イ
の

魅
力
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
ま
た
、
泰
日
工
業
大
学
の
お
話

か
ら
、
日
本
と
タ
イ
の
つ
な
が
り
や

友
好
関
係
を
知
り
、
タ
イ
を
よ
り
身

近
に
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

 

（
国
際
交
流
・
協
力
課
）

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
サ
ロ
ン

「
余
熱
の
会
～
シ

ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
＠
タ
イ
～
」

平
成
三
十
年
七
月

広
島
県
豪
雨
災
害

義
援
金
に
つ
い
て

　

広
島
県
で
は
、
平
成
三
十
年
七

月
五
日
か
ら
の
豪
雨
に
よ
り
、
土

砂
災
害
や
浸
水
被
害
、
た
め
池

の
被
災
等
が
発
生
し
、
多
く
の

方
が
被
災
さ
れ
、
死
者
百
八
人
、

行
方
不
明
者
六
人
、
重
軽
傷
者

百
二
十
七
人
（
平
成
三
十
年
八
月

十
三
日
現
在
）に
及
び
ま
し
た
。

　

本
財
団
は
、
被
災
者
へ
の
援
護

の
一
助
と
し
て
、
広
島
県
及
び
日

本
赤
十
字
社
広
島
県
支
部
等
に
協

力
し
、
平
成
三
十
年
七
月
二
十
四

日
か
ら
平
成
三
十
一
年
六
月

二
十
八
日
ま
で
、
本
財
団
が
管
理

す
る
平
和
記
念
資
料
館
、
国
際
会

議
場
、
原
爆
死
没
者
追
悼
平
和
祈

念
館
に
募
金
箱
を
設
置
し
、
義
援

金
の
受
付
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
呼
び
か
け
に
対
し
、
多
数

の
来
館
者
か
ら
支
援
が
寄
せ
ら
れ
、

二
月
二
十
二
日
現
在
、
募
金
総
額

は
十
一
万
二
百
円
に
達
し
ま
し
た
。

　

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
義
援
金
は

日
本
赤
十
字
社
広
島
県
支
部
の
口

座
に
振
込
み
ま
し
た
。

 

（
総 

務 

課
）

「
世
界
を
知
ろ
う
！
」、

「Have a Natter!

」

の
開
催　
　
　
　
　
　

　

毎
月
第
四
水
曜
日
（
原
則
）
に

広
島
国
際
会
議
場
国
際
交
流
ラ
ウ

ン
ジ
で
、「
世
界
を
知
ろ
う
！
」
と

「Have a Natter!

」
を
開
催
し
て

い
ま
す
。

「
世
界
を
知
ろ
う
！
」

　

海
外
出
身
者
を
講
師
に
招
き
、

出
身
国
の
紹
介
や
、
テ
ー
マ
に

沿
っ
た
お
話
を
し
て
い
た
だ
き
ま

す
。
こ
れ
ま
で
、
広
島
市
の
姉
妹

都
市
で
平
和
首
長
会
議
の
加
盟
都

市
で
あ
る
カ
ナ
ダ
・
モ
ン
ト
リ

オ
ー
ル
市
か
ら
の
イ
ン
タ
ー
ン
の

方
に
、
同
市
の
平
和
の
取
組
を
紹

介
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「H
ave a N

atter!

」

　

国
際
交
流
・
協
力
課
で
勤
務
し

て
い
る
イ
ギ
リ
ス
出
身
の
マ
ー

ク
・
マ
ク
フ
ィ
リ
ッ
プ
ス
国
際

交
流
員
と
参
加
者
が
、
自
由
な
会

話
を
通
し
て
交
流
を
楽
し
み
ま

す
。
使
用
言
語
は
、
奇
数
月
は
英

語
、
偶
数
月
は
日
本
語
で
す
。
ま

た
、
希
望
者
に
は
個
別
相
談
を

行
っ
て
い
ま
す
。

【
実
施
日
時
】
原
則
毎
月
第
四

水
曜
日
、「
世
界
を
知
ろ
う
！
」

13:30

～

14:15

、「H
ave a 

Natter!

」14:45

～15:45

※
要
予
約
・
各
先
着
十
人

【
お
問
合
せ
先
】

国
際
交
流
・
協
力
課

☎（
０
８
２
）２
４
２
・
８
８
７
９

講師の二井田さん
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核
兵
器
を
国
際
法
で
禁
止
す
る
核
兵

器
禁
止
条
約
が
二
〇
一
七
年
七
月
に
国

連
で
採
択
さ
れ
て
以
来
、
そ
の
発
効
ま

で
の
生
み
の
苦
し
み
が
続
い
て
い
ま
す
。

ま
た
、
新
た
な
国
際
緊
張
の
中
で
核
戦

争
の
危
機
は
高
ま
り
、
核
を
め
ぐ
る
状

況
は
極
め
て
厳
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
時
期
に
、
原
爆
、
核
被

害
の
実
態
を
さ
ら
に
明
ら
か
に
す
る
調

査
研
究
の
追
求
と
継
承
が
、
色
々
な
分

野
で
試
み
ら
れ
て
い
ま
す
。
被
爆
者
、

若
者
、
研
究
者
、
反
核
運
動
に
携
わ
る

人
々
、
被
爆
地
の
行
政
が
連
携
し
、
地

道
に
活
動
し
て
い
く
中
で
、
そ
の
担
い

手
・
継
承
者
が
育
ま
れ
て
い
く
こ
と
こ

そ
、「
ヒ
ロ
シ
マ
」
に
期
待
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

核
開
発
時
代
が
も
た
ら
し
て
き
た
も
の

は
、
ウ
ラ
ン
鉱
山
開
発
、
核
兵
器
製
造
、

世
界
各
地
で
の
核
実
験
に
よ
る
核
被
害
、

原
爆
が
実
用
さ
れ
た
核
戦
争
。
人
類
史
上

未
曽
有
の
非
人
間
的
悲
惨
の
極
み
を
も
た

ら
し
て
き
ま
し
た
。
同
時
に
核
は
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
源
と
し
て
の
原
発
に
よ
っ
て
大
事

故
を
引
き
起
こ
し
、
取
り
返
し
の
つ
か
な

い
核
被
害
を
も
た
ら
し
て
き
ま
し
た
。
核

兵
器
や
原
発
用
に
濃
縮
さ
れ
た
ウ
ラ
ン
の

残ざ
ん

滓し

ま
で
が
、
劣
化
ウ
ラ
ン
兵
器
と
し
て

戦
場
で
使
用
さ
れ
続
け
、
被
害
を
拡
大
し

て
い
ま
す
。
人
類
が
作
り
出
し
た
負
の
遺

産
に
終
わ
り
を
告
げ
る
た
め
に
は
、ま
ず
、

「
現
実
」
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
カ
ギ

と
な
り
ま
す
。

　

世
界
中
か
ら
、
核
実
験
を
は
じ
め
、

あ
ら
ゆ
る
核
の
被
害
者
が
広
島
に
集
い
、

被
爆
七
十
周
年
に
開
催
し
た
「
世
界
核

被
害
者
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
で
、「
世
界
核
被

害
者
人
権
憲
章
」
を
発
し
た
の
も
、
そ

の
努
力
の
一
つ
で
す
。
核
戦
争
の
被
害

地
に
課
さ
れ
た
重
い
責
任
が
あ
る
ゆ
え

で
し
た
。　

　

被
爆
後
、
広
島
の
先
人
達
・
被
爆
者

は
、「
核
と
人
類
は
共
存
で
き
な
い
」、「
人

類
は
生
き
ね
ば
な
ら
ぬ
」
と
の
理
念
に
、

そ
の
未み

ぞ

う
曾
有
の
非
人
間
的
悲
惨
の
被
爆

体
験
か
ら
到
達
し
、
反
核
の
闘
い
を
担
っ

て
き
ま
し
た
。「
核
を
絶
対
に
否
定
す
る
」

と
は
、
現
実
的
に
は
「
核
兵
器
を
廃
絶

す
る
」、「
原
発
を
廃
絶
す
る
」
と
い
う
こ

と
で
す
。
私
自
身
も
ヒ
ロ
シ
マ
・
ナ
ガ

サ
キ
か
ら
七
十
四
年
目
を
迎
え
る
今
日

ま
で
、
そ
の
実
現
の
た
め
に
懸
命
に
闘

い
な
が
ら
も
、
時
に
は
絶
望
的
に
遠
い

目
標
だ
と
感
じ
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
一
九
九
九
年
の
対
人
地
雷
禁

止
条
約
、
さ
ら
に
二
〇
〇
八
年
の
ク
ラ

ス
タ
ー
爆
弾
禁
止
条
約
が
、
市
民
と
志

の
あ
る
国
々
の
連
携
で
実
現
す
る
の
を

見
届
け
た
時
、「
こ
れ
だ
！　

核
兵
器
も

劣
化
ウ
ラ
ン
爆
弾
も
、
こ
の
プ
ロ
セ
ス

で
廃
絶
し
て
い
け
ば
い
い
の
だ
！
」
と

確
信
し
ま
し
た
。
二
〇
〇
九
年
以
来
、

非
人
道
兵
器
で
あ
る
「
劣
化
ウ
ラ
ン
兵

器
禁
止
条
約
を
！
」、「
核
兵
器
禁
止
条

約
を
！
」
と
ヒ
ロ
シ
マ
か
ら
国
内
外
に

訴
え
、
国
際
法
で
法
的
に
禁
止
す
る
運

動
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

二
〇
一
三
年
の
オ
ス
ロ
、
二
〇
一
四

年
の
メ
キ
シ
コ
に
続
く
、
二
〇
一
四
年

十
二
月
の
ウ
ィ
ー
ン
で
の
第
三
回
目
の

「
核
兵
器
の
非
人
道
性
を
問
う
国
際
会

議
」に
は
私
も
参
加
し
ま
し
た
。
ウ
ィ
ー

ン
会
議
で
は
非
人
道
的
兵
器
・
核
兵
器

の
法
的
な
禁
止
を
、
と
い
う
流
れ
が
大

き
く
な
り
、
明
確
化
し
、
市
民
社
会
と

有
志
国
が
連
携
し
た
進
め
方
は
、
ま
さ

に
ク
ラ
ス
タ
ー
爆
弾
禁
止
の
プ
ロ
セ
ス

を
踏
ま
え
る
も
の
で
あ
り
、
私
は
新
た

な
確
信
と
希
望
を
得
て
、
核
を
国
際
法

で
禁
止
し
、
葬
り
去
る
た
め
力
を
振
り

絞
ろ
う
と
決
意
を
も
っ
て
帰
広
し
た
の

で
し
た
。

　

二
〇
一
七
年
三
月
と
六
～
七
月
に
は
、

国
連
で
核
兵
器
禁
止
条
約
交
渉
会
議
が

開
か
れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
反
核
を
訴

え
て
き
た
原
点
・
ヒ
ロ
シ
マ
か
ら
、
声

を
一
つ
に
し
て
世
界
に
「
今
こ
そ
核
兵

器
禁
止
条
約
を
！
」
と
訴
え
か
け
よ
う

と
、
被
爆
者
団
体
を
は
じ
め
反
核
市
民

団
体
に
呼
び
か
け
、
二
十
七
の
団
体
が

結
集
し
、
市
民
集
会
や
原
爆
ド
ー
ム
・

キ
ャ
ン
ド
ル
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
集
い
を
持

ち
ま
し
た
。
共
同
声
明
を
発
し
国
内
外

に
届
け
る
と
共
に
、
≪BAN NUKES 
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≫
を
広
島
市
民
が
千
本
の

キ
ャ
ン
ド
ル
グ
ラ
ス
の
灯
り
で
描
き
だ

し
、
そ
の
写
真
を
国
連
関
係
者
、
国
際

Ｎ
Ｇ
Ｏ
な
ど
に
届
け
て
連
帯
し
、
国
際

的
に
大
き
な
反
響
を
得
ま
し
た
。

　

米
国
を
は
じ
め
と
す
る
核
保
有
国
や
、

日
本
な
ど
核
抑
止
力
に
依
存
す
る
国
々

は
、
国
連
で
の
核
兵
器
禁
止
条
約
採
択
に

反
対
し
、
禁
止
条
約
の
発
効
を
何
と
か
潰

そ
う
と
躍
起
に
な
っ
て
い
ま
す
。
米
ト

ラ
ン
プ
政
権
は
、
二
〇
一
八
年
二
月
の

Ｎ
Ｐ
Ｒ
（
核
態
勢
の
見
直
し
）
に
よ
る
小

型
核
兵
器
の
実
戦
使
用
宣
言
に
始
ま
り
、

二
〇
一
九
年
二
月
の
Ｉ
Ｎ
Ｆ
（
中
距
離
核

戦
略
）
全
廃
条
約
脱
退
に
至
る
、
核
戦
争

へ
の
道
を
突
き
進
ん
で
い
ま
す
。
被
爆
国

日
本
の
政
府
は
禁
止
条
約
に
真
っ
向
か
ら

反
対
す
る
と
と
も
に
Ｎ
Ｐ
Ｒ
を
高
く
評
価

し
、
国
際
社
会
か
ら
の
不
信
の
的
に
な
っ

て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
も
は
や
「
法
的

に
禁
止
す
る
」
と
い
う
国
際
的
潮
流
は

止
め
る
こ
と
は
で
き
ず
、
禁
止
条
約
は

七
十
か
国
の
署
名
、
二
十
二
各
国
の
批
准

に
至
っ
て
い
ま
す
。（
二
〇
一
九
年
二
月

二
十
五
日
現
在
）

　

広
島
で
生
ま
れ
育
っ
た
私
が
見
て
き

た
戦
争
被
害
、
核
被
害
は
、
ア
メ
リ
カ

の
広
島
原
爆
投
下
に
よ
っ
て
引
き
起
こ

さ
れ
た
無む

こ辜
の
民
の
無
残
な
死
、
そ
れ

に
続
く
生
き
残
っ
た
被
爆
者
の
病
魔
と

の
闘
い
、「
遅
れ
た
死
」、
そ
し
て
原
爆

孤
児
や
原
爆
孤
老
な
ど
を
も
た
ら
す
人

間
関
係
の
破
壊
で
し
た
。

　

し
か
し
、
核
に
よ
る
被
害
は
そ
れ
だ

け
で
は
な
か
っ
た
の
で
す
。
核
利
用
サ

イ
ク
ル
の
あ
ら
ゆ
る
場
面
で
核
被
害
を

引
き
起
こ
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
現
実

を
イ
ン
ド
の
ウ
ラ
ン
鉱
山
で
、
ネ
バ
ダ

の
核
実
験
場
で
、
イ
ラ
ク
戦
争
の
劣
化

ウ
ラ
ン
弾
の
被
害
調
査
現
場
で
、
福
島

の
原
発
事
故
の
被
害
現
場
で
、
私
は
突

き
つ
け
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
厳
し
い
現

実
と
の
闘
い
に
全
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
か
け

な
が
ら
、
数
十
年
、
駆
け
抜
け
て
き
ま

し
た
。

　
「
核
絶
対
否
定
」
は
、巨
大
な
核
権
力
、

国
家
権
力
と
の
闘
い
に
他
な
ら
な
い
と

思
い
知
ら
さ
れ
ま
し
た
。

　

さ
さ
や
か
な
命
の
灯
り
が
消
え
な
い

限
り
、
私
は
先
人
た
ち
の
闘
い
を
引
き

継
い
で
い
き
ま
す
。
そ
し
て
、
若
者
た

ち
が
確
実
に
、
力
強
く
担
っ
て
い
く
と

信
じ
て
い
ま
す
。

 

（
平
成
三
十
一
年
二
月
寄
稿
）
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